
大項目 1年 ２年 3年 4年 5年

1

人間社会の基
本的な仕組み
を理解し，様々
な地域の言語
や歴史・伝統な
どの文化を多
面的に認識で
きる．

歴史，地
理

歴史，倫
理社会

政治経済
ドイツ語，
中国語

法学，哲
学，経済
学，歴史
学特講，
ドイツ語，
中国語

2

様々な地域に
おける芸術とそ
れに根ざした価
値観を，認識・
理解する意識
を持てる．

音楽 美術

1

数学とその他
の自然科学に
関する基礎知
識を理解でき
る．

基礎解析
Ａ，基礎
解析Ｂ，
物理，化
学，生物

解析Ⅰ，
線形代
数，物

理，化学

解析Ⅱ，
数理統計
学，工学
基礎物理
Ⅰ，基礎
数学，基
礎物理

解析Ⅲ，
応用数

学，工学
基礎物理

Ⅱ

数学特講

2

専門分野にお
ける基礎知識・
技術に基づい
て情報を処理
し，工学的現象
を正しく理解で
きる．

ものづくり
科学，コ
ンピュー
タ科学入
門，製図

(各学科
専門科

目：座学，
製図等)

(各学科
専門科

目：座学，
製図等)

(各学科
専門科

目：座学，
製図等)

(各学科
専門科

目：座学，
製図等)

小項目

平成２４年度本科（準学士課程）の学習･教育目標と科目の配置

本科（準学士課程）

　　　RＡ
多様な文化や
価値観を認識
できる能力を
身に付ける．

　　　RＢ
数学とその他
の自然科学，
および専門分
野におけるも
のづくり，環境
づくりに関す
る基礎能力を
身に付ける．

一般科目教室



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年小項目

　　　RＣ
技術者に必要
なデザインマ
インドを身に
付ける．

1

課題に対して自
主的に問題を
発見し，解決方
法を探求して問
題解決能力の
重要性を認識
できる．

（工学演
習，工学
実験，創
成科目

等）

（創成科
目等）

1

英語による基
礎的な対話や
文章が理解で
き，自分の意見
を表現できる．

英語Ⅰ，
コミュニ
ケーショ

ンⅠ

英語Ⅱ，
コミュニ
ケーショ

ンⅡ

英語Ⅲ 英語Ⅳ
英語Ⅴ，
英語特講

2

日本語の文章
や言語作品を
的確に理解・鑑
賞でき，自分の
思いや主張を
適切に日本語
の談話や文章
で表現できる．

国語 国語
国語，日
本語Ⅰ，
日本語Ⅱ

国語表
現，日本

語Ⅲ

国語講
読，日本
語Ⅳ，

卒業研究

3

わかりやすい図
表等を作成し，
それを用いて日
本語により効果
的な説明ができ
る．

卒業研究

1

実験・調査など
の経験を通して
データの解析
法を学び，理論
との比較や考
察などができ
る．

（工学演
習，工学
実験等）

（工学演
習，工学
実験等）

2

課題の背景を
理解し，習得し
た知識を生かし
て適切な方法を
選んで実験・調
査などを遂行
し，データを解
析・考察するこ
とにより，結果
を客観的に説
明できる．

卒業研究

3

身体・健康・ス
ポーツに関する
知識と実践力を
獲得するため
に各自の能力
に応じて目標を
設定し，個人あ
るいはグループ
で課題を達成で
きる．

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

　　　RＥ
実践的能力と
論理的思考
能力を身に付
ける．

　　　RＤ
国際社会で活
躍するための
コミュニケー
ション基礎能
力を身に付け
る．



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年

４年

日本語に関する諸事項を理解す
る能力

場面に応じた規範的な表現を用
いて、原稿などを作成する能力

・「国語表現」において、文字・語彙・文法・日本語史などに関
する知識を習得すること。
・履歴書・手紙など社会生活に必要な文章の作成法を習得するこ
と。

・日本語の文章表現の基礎的な事項を理解し、自分の意見を正確
に表現できること。

３年

抽象的な内容を含むさまざまな
現代の文章について、精確に読
解するとともに、自らの意見や
主張を的確かつ効果的に表現す
る能力

・「国語」において、意見文を中心としたさまざまな現代の文章
の読解および批評に習熟すること。
・自分なりの視点と意見をもち、それを反映させた文章の表現を
習得すること。

・さまざまな文化について文献をとおして理解できること。
・他人の文章に込められた論理を的確に理解し、それを自らの文
章に取り込んで、公の文章の倫理に従って述べられること。

２年

・「国語」において、随想を中心としたさまざまな文章や各時代
の言語文化作品の読解・鑑賞に習熟すること。
・古典や漢文を読解するのに必要な事項について詳細な知識を
得、応用すること。
・題材の選び方や技法を分析し、表現法として習得すること。

・過去の時代の日本語と日本文化に関心をもち、的確に理解でき
ること。
・随想文章を、その表現意図を的確に把握しつつ読解・鑑賞し、
それを自分の表現に生かせること。

１年

・「国語」において、物語・小説を中心としたさまざまな文章や
各時代の言語文化作品にふれること。
・古典や漢文を読解するのに必要な事項について基礎的な知識を
得ること。
・主題や技法を分析し、表現法として習得すること。

・創造性豊かな発想にもとづいて物語的文章を構想するととも
に、日本語ならびに言語文化およびそれらに関わる学校行事に関
心をもち、主体的に学習できること。
・古典・漢文の読解に必要な基本事項を確実に理解し、現代日本
語へのつながりを意識できること。
・物語的文章を、その主題や表現意図を的確に把握して読解・鑑
賞できること。

国　　語
日本語および言語文化の所産についての、社会生活や学術研究に必要な能力・感覚・関心などの育成

【使命・基本方針・達成目標】国語科は、日本語を正しく理解し適切に表現する能力、磨かれた言語感覚や、言語文化に対する関心など、総合的な国語
力の育成を目標としている。

一般的で平易な各時代の文章に
ついて、的確に読解するととも
に、創造性豊かな見方・とらえ
方のもと適切かつ効果的に表現
する能力



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年

４年 応用数学の基礎的な能力

・「解析Ⅲ」「応用数学」を修得すること。 ・変数分離形や２階線形微分方程式を解くことができるこ
と。
・ベクトル解析、フーリエ解析、ラプラス変換、複素解析の
基礎的な概念を理解し、簡単な計算ができること。

３年

・「解析Ⅱ」を修得し、微分積分の応用および２変数関数に
関する基礎的な知識を習得すること。
・「数理統計学」を修得し、確率統計に関する基礎的な知識
を習得すること。

・１変数関数をテイラー展開できること。
・２変数関数の極限、偏微分、重積分を計算できること。
・確率、統計に関する基礎的な計算ができること。

２年

・「解析Ⅰ」を修得し、微分積分に関する基礎的な知識と計
算技能を習得すること。
・「線形代数」を修得し、線形代数に関する基礎的な知識と
計算技能を習得すること。

・１変数関数の極限、微分、積分を計算できること。
・線形代数の基礎的な概念を理解し、行列の演算、行列式の
計算、連立１次方程式を解くことができること。

１年

・「基礎数学A」「基礎数学B」を修得し、１変数関数とベク
トルに関する基礎的な知識と計算技能を習得すること。

・方程式、不等式を解くことができること。
・初等関数を理解し、そのグラフを描くことができること。
・ベクトルに関する基礎的な概念を理解できること。

数　　学
数学における基礎的な知識と技能の育成

【使命・基本方針・達成目標】数学応用数学は数学的素養を高め、数学的論理を通して思考力、表現力の育成を図る。現象を数学的にとらえ、
問題を解決する能力の育成を目標としている。

数学の基礎的な能力



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年

４年
物理現象の基本知識を習得し、
工学との関連性を理解できる能
力

・工学のどの場面で、物理学が役立てられるか理解できるこ
と。

・運動方程式が立てられ、解け、解が求められること。

３年
物理現象の基本知識を習得し、
工学との関連性を理解できる能
力

・幅広い物理額の基礎を理解させること。 ・運動方程式が立てられ、解け、解が求められること。

２年

物理では、波動、運動、電気現
象の抽象的な記述能力

化学では、自然や生活環境にお
ける化学の基本的な概念や原
理・法則を理解できる能力

・物理では、自然の法則が物理学で説明され、数学と密接に関
係している事を理解させるとともに、工学基礎物理に繋がるよ
う準備させること。
・化学では、物質の状態や変化について化学的に考察する能力
や実験を通して観察する能力を養うこと。

・物理では、身近な現象が数式を使って記述できることを発見
し、理解させること。

・化学では、化学の技術が現代社会のいろいろなところで利用
されていることが挙げられること。

１年

物理では、身の回りの運動を、
抽象的に記述できる能力

化学では、自然や生活環境にお
ける化学の基本的な概念や原
理・法則を理解できる能力

生物では、生命科学の基本概念
を理解できる能力

・物理では、自然の法則が物理学で説明され、数学と密接に関
係している事を理解させるとともに、工学基礎物理に繋がるよ
う準備させること。
・化学では、物質の状態や変化について化学的に考察する能力
や実験を通して観察する能力を養うこと。

・生物では、最新の生命科学の理解を助けるための基礎的な現
象や遺伝の法則を理解させること。

・物理では、身近な現象が数式を使って記述できることを発見
し、理解させること。

・化学では、化学の技術が現代社会のいろいろなところで利用
されていることが挙げられること。

・生物では、現代社会のいろいろなところで取り上げられる最
新の生命科学の話題が理解できること。

理　　科
自然現象の基本的概念の育成

【使命・基本方針・達成目標】理科は自然現象としての物理、工学基礎物理、化学、生物を学ばせ、さらに専門科目を学習するための基礎学力の育成
を目標としている。



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年

法学、哲学、歴史学、経済学に関する
専門的な知識を身につけるとともに、
日本国憲法や、西洋哲学の伝統、現代
の国際秩序、資本主義の経済システム
等個別の事象を批判的に理解できる能
力

・法学では、国家の基本法としての日本国憲法を正しく理解し、国民
としての自覚と関心をもてること。
・哲学では、物の本性、正義など認識論や倫理学の諸概念について的
確に理解できること。
・歴史学特講では、過去から現代の世界秩序を、各時代・各地域の紛
争などの出来事を踏まえて正しく理解できること。
・経済学では、現代経済の動向に関する基礎的知識を身につけ、資本
主義という経済システムの本質に迫りうる視覚を獲得できること。

・法学では、日本国憲法に対する理解を深めることによって、文化・
社会活動の基盤となる規範意識を持ち、主権を担う国民としての価値
観を持てるようになっていること。
・哲学では、西洋哲学の基礎的な概念を理解し、哲学で扱われる諸問
題を的確にとらえ、人間の認識・存在・文明のあり方を多様な観点か
ら検討・考察し、文章にまとめることができること。

４年

３年
民主主義の本質に関する理解を深め、
現代における政治、経済、国際関係な
どについて客観的に理解できる能力

・現代社会におけるもっとも重要な活動の一つである政治と、すべて
の人間活動の土台となる経済に関する基礎的な知識を修得し、社会の
急激な変動の中であっても、その本質を把握しうる洞察力・判断力を
身につけること。

・政治や経済と環境問題の関係が理解でき、国際的な政治や経済の動
向およびその背景に深い興味・関心を抱け、時事的な問題に対して自
分なりの見解を持とうと努められること。

２年

歴史的思考力に基づいて人類の課題を
多角的に考察し、かつ先哲の思想を手
掛かりに、現代の人間の在り方・生き
方について的確に把握する能力

・歴史では、近現代史を中心とする世界の歴史を、我が国の歴史と関
連付けながら理解し、歴史的現象を客観的に把握し、分析できるこ
と。
・倫理社会では、哲学、宗教、芸術に関する基本的な知識を身につ
け、生命、環境をめぐる倫理的問題の理解につなげられること。

・歴史では、市民革命後の世界の歴史を正確に把握し歴史を再構成で
き、世界の各地域の特性を歴史的に説明できること。
・倫理社会では、持続可能な社会の構築のために、現代の環境・生命
倫理に関する問題の思想的背景の理解と、歴史、文化、宗教的背景を
踏まえた先人の思想の理解をして、多様な思想を知り、現代社会の倫
理的課題について様々な角度から分析し、文章にまとめられるように
なること。

１年

民主的・平和的な国家・社会の一員と
して生きるために、現在の我が国及び
世界の存立する歴史的背景と、生活・
文化の地域的特色について理解できる
能力

・歴史では、アジア、ひいては世界の中の日本人として、自国の歴史
を正しく認識し、自分の言葉として自国歴史を世界に述べることの出
来るよう、個々の歴史的事象について理解できること。
・地理では、地球的視点から、地理情報と地図、地形環境、気候につ
いて学び、それらをもとに、資源、エネルギー産業、工業と工業地域
の形成などについて理解できること。

・歴史では、日本の近現代史を正確に把握し歴史を再構成し、日本の
地域の特性を歴史的に説明でき、日本に係る歴史的な出来事と人間と
の係りを説明できること。
・地理では、自然環境や社会環境を正しく理解し、資源や鉱工業につ
いての理解が深まっていること。

社　　会
技術者として必要な深くて幅広い社会的教養の育成

【使命・基本方針・達成目標】社会科は、社会生活に必要な基礎的な知識・態度・技能などを身につけるとともに、現実の世界を直視し、同時に過去の忘れ去る
ことのできない歴史的な事象を客観的にとらえ、人間としてのあり方・生き方について自ら考える力を養い、良識ある技術者として必要な能力と態度を育む。



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年

４年

自己の体力を的確にとらえ、
積極的に運動実践ができる能
力

生涯における健康管理能力一
環として生活習慣病について
理解できる能力

・体力テスト結果を自己分析し、課題を発見し、その解決
に主体的に取り組めること。
・生活習慣病と生活習慣についての関係を理解できるこ
と。

・生活習慣病、運動実践のための準備および安全に関する
筆記試験において、理解(学習）度が一定の水準に達してい
ること。

３年

２年

１年

保健体育
身体・健康・スポーツに関する基礎的理解と実践力を身につけ、生涯にわたって活力あふれる生活を営める人材の育成

【使命・基本方針・達成目標】  保健体育科は、豊かで活力あふれる生活を現代、引いては将来にわたって営める能力や態度を養うため
に、身体および健康に関する知識や身体運動の実践が身体および精神にもたらす効果、さらに身体運動の科学的理解による実践方法およ
びその応用について、実技・講義を通して教授する。

種々のスポーツを各自の能力
に応じて実施できる能力

・各種スポーツ実施のための基本技術と知識を習得し、実
践できること。

・一例として、水泳では1・2学年で基礎的な技術習得し、3
年時にはそれらを駆使して個人メドレー（100ｍ）ができる
こと。



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年

４年

３年

２年

・美術作品を味わい、作品を創作できること。 ・20世紀以降の美術の流れを追体験しながら、美術を理解し愛好する心
情を育てること。

１年

・音楽作品に触れ、表現力を高めかつ広げること。 ・より幅広い表現活動と鑑賞能力を高め、音楽を愛する心情を育むこ
と。

芸　　術
美的表現能力の育成

【使命・基本方針・達成目標】芸術は、人間の文化的活動に対する興味関心を高め、芸術作品の鑑賞能力.創作能力の育成を目標としている。

芸術作品を味わうとともに、作品
を創作できる能力



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年
国際社会で通用する英語運用力
の基礎となるコミュニケーショ
ン能力

・１～４年で学習したことを踏まえ、TOEICテストにも対応でき
るような読解力、聴解力の養成を図りながら、国際社会で通用
する総合的なコミュニケーション能力を養成すること。

・4500語レベルの語彙力習得を確実なものとし、TOEICテストに
対応できる文法・構文力の習熟を目指すこと。
・TOEICのリスニングテストに対応できるように、その狙いや形
式を理解しながら聴解力を高めること。

４年
国際社会で通用する英語運用力
の基礎となるコミュニケーショ
ン能力

・１～３年で学習したことを踏まえ、TOEICテストにも対応でき
るような読解力、聴解力の養成を図ること。また総合的なコ
ミュニケーション能力を養成すること。

・4500語レベルの語彙力習得を目指すこと。
・英語の基礎的な文法・構文力の再確認をおこない、その習得
を目指すこと。
・TOEICのリスニングテストに対応できるように、その狙いや形
式を理解しながら聴解力を高めること。

３年
より深く、正確な読解能力・聴
解力を持った総合的コミュニ
ケーション能力

・１～２年で学習したことを踏まえ、主として読解力・聴解力
の養成を図りながら、さらに高度な総合的コミュニケーション
能力の養成をすること。

・日常的な内容の対話や説明に関する英語を聞いて理解できる
こと。
・幅広い話題についての英語の文章を読み、その中の情報・考
えや、書き手の意図などを理解できること。
・基礎的な語彙力・文法力を習得し、比較的易しい英文を用い
た対話や作文ができること。

２年
４技能の調和に基づく実践的な
コミュニケーションの基礎能力

・１年で学習した事項の上にさらに進んだ言語材料を用いて、
英語の４技能の調和のとれた発達に留意しながら、実践的なコ
ミュニケーション能力の基本的能力を発展させること。

・日常的な内容の対話や説明に関する英語を聞いて理解できる
こと。
・幅広い話題についての英語の文章を読み、その中の情報・考
えや、書き手の意図などを理解できること。
・基礎的な語彙力・文法力を習得し、比較的易しい英文を用い
た対話や作文ができること。

１年
４技能の調和に基づく実践的な
コミュニケーションの基礎能力

・中学校での既習事項を踏まえ、英語の４技能の調和のとれた
発達に留意しながら、実践的なコミュニケーションの基本的能
力を養成すること。

・通常的なレベルの簡単な英語を聞いて理解ができること。
・自然な英語で書かれた文章を読んで理解ができること。
・通常的なレベルで、簡単な対話ができ、英文を書くことがで
きること。

英　　語
英語理解・表現能力およびコミュニケーション能力の育成

【使命・基本方針・達成目標】英語は5年間の一貫したカリキュラムを通じ、英語を理解し、英語で表現する能力を養い、積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度を育てる。これと並行して、国際文化の理解を深め、工学系技術者にふさわしい英語によるコミュニケーション能力の
育成を目指す。



英語検定の資格をとろう 

 今や英語力は学校の授業だけのものというものではありません。多くの企業においても英語力が問

われ、昇進や昇給に関係したり、海外派遣の条件として要求されています。 

 英語検定の中には、実用英語技能検定（実用英検）や工業英語能力検定(工業英検)というものがあ

り、卒業までにはこのような検定試験に合格しておくことが望まれます。 

 また、本校における優遇措置として、上記の検定に合格すると本校の英語科の科目として単位が認

定されるという特典もあります。 

 

英語検定の合格による単位認定について 

英語検定の合格により認定される単位数は次の表のとおりです。ただし、一度単位の修得を認定さ

れた後、さらに上位の審査基準に合格した場合は、当該上位単位数と既に認められた単位数との差が

修得単位として認定されます。 

（１）実用英検 

審 査 基 準 準２級 ２級 準１級 １級 

認定単位数 １ ２ ４ ６ 

（注）準２級に関しては、第１学年から第３学年までの間に合格した場合のみ認定。 

（２）工業英検 

審 査 基 準 ４級 ３級 ２級 １級 

認定単位数 １ ２ ４ ６ 

（注）４級に関しては、第１学年から第３学年までの間に合格した場合のみ認定。 

 

認定された単位の科目名は、それぞれ「実用英語技能検定＊級」、「工業英語能力検定＊級」として

認定され、授業科目の評価は「優」となります。 

 認定された単位は、実用英検については一般科目の選択科目として、工業英検については専門科目

の選択科目として取り扱い、卒業要件の単位数には含められません。 

 単位の認定を希望する場合は、「技能審査単位修得申請書」に「合格を証する書類」（写）を添えて、

学生課教務係に提出します。 

 

認定単位の振替について 

 認定された単位のうち１単位を第５学年の選択必修科目｢英語特講｣の単位に充当（単位振替）する

ことができ、この科目の履修は免除されます。ただし、工業英検にあっては、審査基準の４級を除き

ます（平成１１年度入学者から適用）。また、単位振替を希望する単位は、第４学年までに認定され

なければなりません。 

 単位振替を希望する場合は、第５学年に進級する時に、「技能審査合格修得認定単位振替申請書」

を添えて、学生課教務係に提出します。 



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年
初級文法を修得し、辞書を参
照しての訳読ができる能力

・ドイツ語では、将来ドイツ語文献を読む場合に必要な基
本的文法事項を習得させ、語彙力と読解力を要請するこ
と。
・中国語では、作文・表現・日常的な会話などに対応さ
せ、文章の読解力を更に向上させること。

・ドイツ語では、辞書と教科書を参照すれば、中級前半程
度までの文章が訳読できること。また、ドイツの文化や歴
史に深い関心を抱けること。
・中国語では、辞書と教科書を参照して基本的な中国語文
が書け、基礎的な会話ができること。また、中国の人々の
持つ価値観などを認識し理解できること。

４年
発音の規則と初級文法の基礎
を習得し、簡単な日常会話文
が使用できる能力

・ドイツ語では、最低限必要な文法知識を習得させるこ
と。
・中国語では、正確な発音要領、500程度の常用語彙、日常
挨拶会話などを習得させること。

・ドイツ語では、辞書と教科書を参照すれば、初級前半に
相当する文章が訳読できること。
・中国語では、辞書と教科書を参照して基礎的な文が書
け、簡単な会話ができること

３年

２年

１年

第二外国語
外国語によるコミュニケーションのための意識と能力の育成

【使命・基本方針・達成目標】第二外国語は、国際的な相互理解の要求に応ずるべく、外国語で積極的なコミュニケーションを図る意識
を高め、基本的な文法理解、語彙力および読解力の要請をめざす。



* ： 選択必修科目

日本語Ⅲ 日本語Ⅳ

日本語Ⅱ

　　RＥ
実践的能力と論
理的思考能力を
を身に付ける．

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

英語Ⅳ 英語Ⅴ

コミュニケーションⅠ コミュニケーションⅡ 英語特別講義*

国語 国語 国語 国語表現 国語講読*

生物

　　RＣ
技術者に必要なデ
ザインマインドを身
に付ける．

　　RＤ
国際社会で活躍す
るためのコミュニ
ケーション基礎能
力を身に付ける．

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ

日本語Ⅰ

物理 物理 工学基礎物理Ⅰ 工学基礎物理Ⅱ

化学 化学

　　RB
数学とその他の自
然科学，および専
門分野におけるも
のづくり，環境づく
りに関する基礎能
力を身に付ける．

基礎解析A 解析Ⅰ 解析Ⅱ 解析Ⅲ 数学特講*

基礎解析B 線形代数 数理統計学 応用数学

政治経済 経済学*

法学

ドイツ語 ドイツ語*

中国語 中国語*

後期

　　RA
多様な文化や価
値観を認識できる
能力を身に付け

る．

歴史 歴史 歴史学特別講義*

地理

音楽

倫理社会 哲学*

美術

後期 前期 後期 前期 後期 前期

一般科目学科授業科目系統図

学習・教育目標
1年 2年 3年 4年 5年

前期 後期 前期



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

国語 6 2 2 2

国語表現 2 2

倫理社会 2 2

政治経済 2 2

法学 1 1

歴史 4 2 2

地理 2 2

基礎解析Ａ 4 4

基礎解析Ｂ 3 3

解析Ⅰ 4 4

線形代数 2 2

解析Ⅱ 3 3

解析Ⅲ 2 2

物理 5 2 3

化学 4 2 2

生物 1 1

10 4 2 2 2

美術 1 1

音楽 1 1

英語Ⅰ 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 2

英語Ⅱ 2 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 2

英語Ⅲ 4 4

英語Ⅳ 2 2

英語Ⅴ 2 2

4 2 2

4 2 2

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

　修 得 単 位 計 6 2 4

10 7

経済学

歴史学特講

数学特講

英語特講

　修 得 単 位 合 計 83 29 24 13

8 3

選
択
必
修
科
目

ドイツ語 4,5年を通し
て1科目選択中国語

国語講読 各科目前期、
後期各1単位
開講6単位中
前期1単位、
後期1単位の2
単位(2科目)
取得

哲学

　保健体育

芸
術

外
国
語

修 得 単 位 計 77 29 24 13

必
修
科
目

国
語

社
会

数
学

理
科

平成２４年度教育課程表

各学科共通 

授　業　科　目 単位数

学　年　別　配　当

備　考



４年 ５年

数学 解析Ⅲ 2 2

英語Ⅳ 2 2

英語Ⅴ 2 2

6 4 2

必
修
科
目

外
国
語

計

別表３　第13条第４項により施行される授業科目

(1)　各学科共通

授　業　科　目 単位数
学年別配当

備　考



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年

1

人間社会の基
本的な仕組み
を理解し，様々
な地域の言語
や歴史・伝統な
どの文化を多
面的に認識で
きる．

歴史，地
理

歴史，倫
理社会

政治経済
ドイツ語，
中国語

法学，哲
学，経済
学，歴史
学特講，
ドイツ語，
中国語

2

様々な地域に
おける芸術とそ
れに根ざした価
値観を，認識・
理解する意識
を持てる．

音楽 美術

1

数学とその他
の自然科学に
関する基礎知
識を理解でき
る．

基礎解析
Ａ，基礎
解析Ｂ，
物理，化
学，生物

解析Ⅰ，
線形代
数，物

理，化学

解析Ⅱ，
数理統計
学，工学
基礎物理
Ⅰ，基礎
数学，基
礎物理

解析Ⅲ，
応用数

学，工学
基礎物理

Ⅱ

数学特講

2

専門分野にお
ける基礎知識・
技術に基づい
て情報を処理
し，工学的現象
を正しく理解で
きる．

ものづくり
科学，コ
ンピュー
タ科学入
門，製図

C言語基
礎，機械
工作法

Ⅰ，材料
学Ⅰ，機
械工作実
習，機械

製図

C言語応
用，機械
工作法

Ⅱ，材料
学Ⅱ，材
料力学

Ⅰ，流れ
学Ⅰ，電
気工学，
機械設計
製図Ⅰ

機械計算
力学，機
械設計

法，材料
力学Ⅱ，
工業力

学，機構
学，流れ
学Ⅱ，熱
力学，電
子工学，
センサ工
学，工学
演習，機
械設計製

図Ⅱ

材料科
学，流体
機械，伝
熱工学，
熱機関，
電子応

用，メカト
ロニクス，
ロボット
工学，シ
ステム工
学，材料
力学Ⅲ，
振動工

学，自動
制御，生
産技術演
習，アイ
デア設計
工学，機
械設計製

図Ⅲ

　　　RＢ
数学とその他
の自然科学，
および専門分
野におけるも
のづくり，環境
づくりに関す
る基礎能力を
身に付ける．

平成２４年度本科（準学士課程）の学習･教育目標と科目の配置

機械工学科

本科（準学士課程）
小項目

　　　RＡ
多様な文化や
価値観を認識
できる能力を
身に付ける．



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年小項目

　　　RＣ
技術者に必要
なデザインマ
インドを身に
付ける．

1

課題に対して自
主的に問題を
発見し，解決方
法を探求して問
題解決能力の
重要性を認識
できる．

創造工学
演習

知能機械
演習

1

英語による基
礎的な対話や
文章が理解で
き，自分の意見
を表現できる．

英語Ⅰ，
コミュニ
ケーショ

ンⅠ

英語Ⅱ，
コミュニ
ケーショ

ンⅡ

英語Ⅲ 英語Ⅳ
英語Ⅴ，
英語特講

2

日本語の文章
や言語作品を
的確に理解・鑑
賞でき，自分の
思いや主張を
適切に日本語
の談話や文章
で表現できる．

国語 国語
国語，日
本語Ⅰ，
日本語Ⅱ

国語表
現，日本

語Ⅲ

国語講
読，日本
語Ⅳ，

卒業研究

3

わかりやすい図
表等を作成し，
それを用いて日
本語により効果
的な説明ができ
る．

卒業研究

1

実験・調査など
の経験を通して
データの解析
法を学び，理論
との比較や考
察などができ
る．

機械工学
実験Ⅰ

機械工学
実験Ⅱ

2

課題の背景を
理解し，習得し
た知識を生かし
て適切な方法を
選んで実験・調
査などを遂行
し，データを解
析・考察するこ
とにより，結果
を客観的に説
明できる．

卒業研究

3

身体・健康・ス
ポーツに関する
知識と実践力を
獲得するため
に各自の能力
に応じて目標を
設定し，個人あ
るいはグループ
で課題を達成で
きる．

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

　　　RＤ
国際社会で活
躍するための
コミュニケー
ション基礎能
力を身に付け
る．

　　　RＥ
実践的能力と
論理的思考
能力を身に付
ける．



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年

・「自動制御」「振動工学」を修得すること。
・「生産技術演習」「アイデア設計工学」「機械設計製図Ⅲ」「機械工学実
験Ⅱ」を修得すること。
・「卒業研究」に取り組むこと。

・ラプラス変換やマトリクス演算を理解し制御工学の演算に応用できるこ
と。
・機械構造物における振動問題について理解できること。
・生産技術における問題点と改善案についてプレゼンテーションできるこ
と。
・自ら立案したプロジェクト計画案に基づいてものづくりができること。
・研究を通して得られたデータの解析を行い、適切な論述による報告書の作
成および口頭発表において、研究内容を正確に示すことができること。

４年

・「材料力学Ⅱ」「流れ学Ⅱ」「熱力学」「工業力学」「機械設計法」「機
構学」を修得すること。
・「センサ工学」「電子工学」「機械計算力学」を修得すること。
・「機械設計製図Ⅱ」「知能機械演習」「機械工学実験Ⅰ」を修得するこ
と。

・流体の連続の式、ベルヌーイの式、運動量の法則に関連する基本的な問題
が解けること。
・熱効率の定義や熱力学第１・第２法則について説明できること。
・機械要素や構造物に作用する力やモーメントについて理解できること。
・機械要素（ねじ、軸、軸受、歯車など）の種類を理解し、安全設計に必要
な計算ができること。また、リンク機構やカム機構について説明できるこ
と。
・機械工学実験の結果を解析し、報告書を期限までに作成できること。

３年

・「材料力学Ⅰ」「流れ学Ⅰ」「機械工作法Ⅱ」「材料学Ⅱ」「電気工学」
を修得すること。
・「機械設計製図Ⅰ」「創造工学演習」「Ｃ言語応用」を修得すること。

・簡単な機械や構造物の応力や変形の解析力を習得すること。
・流体の物性値、静力学に関連する基本的な問題が解けること。
・溶接、切削・研削、特殊加工の各種加工法を説明できること。また、炭素
鋼の状態図・熱処理・材料記号の知識を身につけること。
・簡単な機械・器具の設計製図手法およびスケッチ製図手法を理解するこ
と。
・実際のハードウェアの動作を考慮したプログラミングができること。ま
た、アイデア創出から製作品性能評価までの一連の過程を体験すること。

２年

・「機械工作法Ⅰ」「材料学Ⅰ」を修得すること。
・「機械工作実習」「機械製図」「Ｃ言語基礎」を修得すること。

・鋳造や塑性加工などの工作法の種類や特徴を説明できること。
・金属の結晶構造や、基本状態図を説明できること。
・旋盤・フライス盤などの工作機械の基本的操作法を習得すること。
・ＪＩＳ機械製図法を理解し、ボルト・ナット、豆ジャッキ、軸、歯車、Ｖ
ベルトなどの機械要素を正しく製図できること。
・Ｃ言語による簡単なプログラミングができること。

１年 ものづくり、情報処理の基礎的な能力

・「ものづくり科学」「コンピュータ科学入門」「製図」を修得すること。 ・各実験テーマについて、科学的に説明する報告書を作成できること。研究
結果をプレゼンテーション発表し、研究内容を説明できること。
・コンピュータのハードウェア、ソフトウェア及びネットワークの基本的な
構成及び動作の概要が理解できること。
・図面の役割や、図面の基礎的な知識・技術が習得されること。

機械工学科
豊かな創造力をもつ機械技術者の育成

【使命・基本方針・達成目標】機械工学科の使命は、ものづくりのための基礎的知識や技術を身に付けた創造性豊かな機械技術者を育成することである。基本方針として、(1)機
械技術者として必要な基礎学力の育成、(2)技術革新・高度情報化社会に対応できる能力の育成、(3)創造性・実践的能力の育成および人間形成の育成、を掲げており、機械工学に
関する知識・技術を習得することを達成目標としている。

機械工学の専門的な知識を身に付け
て、それらの問題を解決する能力

機械工学の基礎的な内容について理解
し説明できる能力



　　RA
多様な文化や価
値観を認識できる
能力を身に付け

C言語応用 機械計算力学

製図 機械設計製図Ⅲ

アイデア設計工学

機構学
材料学Ⅰ 材料科学*

生産技術演習

材料力学Ⅲ*

熱機関* 伝熱工学*

流れ学Ⅰ 流体機械*

工業力学

メカトロニクス* ロボット工学*

センサ工学 システム工学* 電子応用*

知能機械演習

機械工学実験Ⅰ

* ： 選択科目

　　RＣ
技術者に必要なデ
ザインマインドを身
に付ける．

創造工学演習

　　RＤ
国際社会で活躍す
るためのコミュニ
ケーション基礎能
力を身に付ける．

卒業研究

　　RＥ
実践的能力と論理
的思考能力をを身
に付ける．

機械工学実験Ⅱ

卒業研究

流れ学Ⅱ

振動工学

電気工学 電子工学

自動制御

工学演習

材料学Ⅱ

機械工作法Ⅰ 機械工作法Ⅱ

材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ

熱力学

機械工作実習

機械製図 機械設計製図Ⅰ 機械設計製図Ⅱ

機械設計法

ものづくり科学

後期

　　RB
数学とその他の自
然科学，および専
門分野におけるも
のづくり，環境づく
りに関する基礎能
力を身に付ける．

数理統計学 応用数学

工学基礎物理Ⅰ 工学基礎物理Ⅱ

コンピュータ科学入門 C言語基礎

後期 前期 後期 前期 後期 前期

機械工学科授業科目系統図

学習・教育目標
1年 2年 3年 4年 5年

前期 後期 前期



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

数理統計学 2 2

応用数学 2 2

工学基礎物理Ⅰ 2 2

工学基礎物理Ⅱ 2 2

ものづくり科学 3 3

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学入門 2 2

製図 1 1

Ｃ言語基礎 1 1

Ｃ言語応用 1 1

機械計算力学 1 1

材料学Ⅰ 1 1

材料学Ⅱ 2 2

機械工作法Ⅰ 1 1

機械工作法Ⅱ 2 2

材料力学Ⅰ 2 2

材料力学Ⅱ 2 2

熱力学 2 2

流れ学Ⅰ 1 1

流れ学Ⅱ 2 2

工業力学 1 1

機構学 1 1

機械設計法 2 2

自動制御 2 2

振動工学 2 2

センサ工学 1 1

アイデア設計工学 1 1

電気工学 2 2

電子工学 2 2

工学演習 1 1

生産技術演習 1 1

機械製図 4 4

機械設計製図Ⅰ 3 3

機械設計製図Ⅱ 2 2

機械設計製図Ⅲ 1 1

機械工作実習 4 4

創造工学演習 3 3

知能機械演習 2 2

機械工学実験Ⅰ 2 2

機械工学実験Ⅱ 3 3

卒業研究 9 9

修 得 単 位 計 81 6 11 20 25 19

材料力学Ⅲ 1 1

熱機関 1 1

流体機械 1 1

伝熱工学 1 1

システム工学 1 1

メカトロニクス 1 1

ロボット工学 1 1

電子応用 1 1

材料科学 1 1

修 得 単 位 計 5以上 5以上

86以上 6 11 20 25 24以上

必
 
 

修
 
 

科
 
 

目

選
択
科
目

9単位中5単位
以上修得

修 得 単 位 合 計

平成２４年度教育課程表

機械工学科 

授　業　科　目 単位数

学　年　別　配　当

備　考



４年 ５年

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

14 10 4計

必
　
修
　
科
　
目

　応用数学

　工学基礎物理Ⅱ

　材料力学Ⅱ

　熱力学

　流れ学Ⅱ

　自動制御

　振動工学

(2)　機械工学科

授　業　科　目 単位数
学年別配当

備　考

別表３　第13条第４項により施行される授業科目



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年

1

人間社会の基
本的な仕組み
を理解し，様々
な地域の言語
や歴史・伝統な
どの文化を多
面的に認識で
きる．

歴史，地
理

歴史，倫
理社会

政治経済
ドイツ語，
中国語

法学，哲
学，経済
学，歴史
学特講，
ドイツ語，
中国語

2

様々な地域に
おける芸術とそ
れに根ざした価
値観を，認識・
理解する意識
を持てる．

音楽 美術

1

数学とその他
の自然科学に
関する基礎知
識を理解でき
る．

基礎解析
Ａ，基礎
解析Ｂ，
物理，化
学，生物

解析Ⅰ，
線形代
数，物

理，化学

解析Ⅱ，
数理統計
学，工学
基礎物理
Ⅰ，基礎
数学，基
礎物理

解析Ⅲ，
応用数

学，工学
基礎物理

Ⅱ

数学特講

2

専門分野にお
ける基礎知識・
技術に基づい
て情報を処理
し，工学的現象
を正しく理解で
きる．

ものづくり
科学，コ
ンピュー
タ科学入
門，製図

情報処理
Ⅰ，電気
磁気学

Ⅰ，電気
数学，電
気回路演
習，電気
回路Ⅰ

電気磁気
学Ⅱ，電
気回路

Ⅱ，電子
工学Ⅰ，
電子回路
Ⅰ，計測
工学Ⅰ，
情報処理
Ⅱ，情報
処理ｼｽﾃ
ﾑ論Ⅰ,電
気電子工
学演習Ⅱ

電気回路
Ⅲ，電子
工学Ⅱ，
電子回路
Ⅱ，情報
通信工学
Ⅰ，制御
工学Ⅰ，
電力シス
テムⅠ，
電気機

器，機械
工学概論
Ⅰ，情報
処理ｼｽﾃ
ﾑ論Ⅱ

工業英
語，電気
回路Ⅳ，
制御工学
Ⅱ，機械
工学概論
Ⅱ，電気
電子材

料，電気
電子応用
工学，情
報通信工
学Ⅱ，計
測工学

Ⅱ，電力
システム
Ⅱ，ﾊﾟﾜｰ
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ，電気
電子設

計，技術
者基礎，
現代制御

工学

　　　RＢ
数学とその他
の自然科学，
および専門分
野におけるも
のづくり，環境
づくりに関す
る基礎能力を
身に付ける．

平成２４年度本科（準学士課程）の学習･教育目標と科目の配置

電気電子工学科

本科（準学士課程）
小項目

　　　RＡ
多様な文化や
価値観を認識
できる能力を
身に付ける．



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年小項目

　　　RＣ
技術者に必要
なデザインマ
インドを身に
付ける．

1

課題に対して自
主的に問題を
発見し，解決方
法を探求して問
題解決能力の
重要性を認識
できる．

電気電子
工学実験

Ⅰ

電気電子
工学実験
Ⅱ，電子
創造工学

1

英語による基
礎的な対話や
文章が理解で
き，自分の意見
を表現できる．

英語Ⅰ，
コミュニ
ケーショ

ンⅠ

英語Ⅱ，
コミュニ
ケーショ

ンⅡ

英語Ⅲ 英語Ⅳ
英語Ⅴ，
英語特講

2

日本語の文章
や言語作品を
的確に理解・鑑
賞でき，自分の
思いや主張を
適切に日本語
の談話や文章
で表現できる．

国語 国語
国語，日
本語Ⅰ，
日本語Ⅱ

国語表
現，日本

語Ⅲ

国語講
読，日本
語Ⅳ，

卒業研究

3

わかりやすい図
表等を作成し，
それを用いて日
本語により効果
的な説明ができ
る．

卒業研究

1

実験・調査など
の経験を通して
データの解析
法を学び，理論
との比較や考
察などができ
る．

電気電子
工学実験

Ⅲ

電気電子
工学実験

Ⅳ

2

課題の背景を
理解し，習得し
た知識を生かし
て適切な方法を
選んで実験・調
査などを遂行
し，データを解
析・考察するこ
とにより，結果
を客観的に説
明できる．

卒業研究

3

身体・健康・ス
ポーツに関する
知識と実践力を
獲得するため
に各自の能力
に応じて目標を
設定し，個人あ
るいはグループ
で課題を達成で
きる．

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

　　　RＤ
国際社会で活
躍するための
コミュニケー
ション基礎能
力を身に付け
る．

　　　RＥ
実践的能力と
論理的思考
能力を身に付
ける．



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年 電気電子工学を応用する能力

・ 「電気回路Ⅳ」「制御工学Ⅱ」「機械工学概論Ⅱ」「工業英語」
を修得すること。
・「電気電子工学実験Ⅳ」を修得すること。
・「卒業研究」に取り組むこと。

・電気回路において、数式が表現している現象を理解できること。
・提示された方法を計画・実行することにより、定められた期限ま
でに妥当な結果を導けること。
・口頭発表にあたって、聴衆の反応に適切に対応し、質疑に対して
も的確に応答できること。

４年

・「電気回路Ⅲ」「電子工学Ⅱ」「電子回路Ⅱ」「情報通信工学
Ⅰ」「制御工学Ⅰ」「電力システムⅠ」「電気機器」「機械工学概
論Ⅰ」「情報処理ｼｽﾃﾑ論Ⅱ」を修得すること。
・「電気電子工学実験Ⅲ」を修得すること。

・電力増幅回路・帰還増幅回路・演算増幅回路・電源回路の基本回
路の構成と動作原理が理解できること。
・情報通信分野に関する工学的現象を理解できること。
・原子力発電、新エネルギーについて原理、特徴、課題が説明でき
ること。
・提示された方法を計画・実行することにより、定められた期限ま
でに妥当な結果を導けること。

３年

・「電気磁気学Ⅱ」「電気回路Ⅱ」「電子工学Ⅰ」「電子回路Ⅰ」
「計測工学Ⅰ」「情報処理Ⅱ」「ディジタル技術」「情報処理ｼｽﾃﾑ
論Ⅰ」を修得すること
・「電気電子工学実験Ⅱ」「電子創造工学」を修得すること。。

・基本回路における交流電力の計算方法が理解できること。
・電磁気学に関する基礎知識について理解できること。
・アナログ電子回路の基本回路の構成と動作原理が理解できるこ
と。
・目的および手順を理解して実験をおこない、得られた結果に対す
る評価を含む報告書が作成できること。

２年 電気電子工学の導入基礎的な能力

・「電気回路Ⅰ」「電気回路演習」「電気磁気学Ⅰ」「電気数学」
「情報処理Ⅰ」を修得すること。
・「電気電子工学実験Ⅰ」を修得すること。

・正弦波交流の性質が理解でき、三角関数を用いて数式表現ができ
ること。
・直流回路において、電圧、電流の関係を理解できること。
・基本的な構成のプログラムをＣ言語により記述できること。
・基本的なレポートの書き方を修得する

１年
ものづくり、情報処理の基礎的な
能力

・「ものづくり科学」「コンピュータ科学入門」「製図」を修得す
ること。

・各実験テーマについて、科学的に説明する報告書を作成できるこ
と。研究結果をプレゼンテーション発表し、研究内容を説明できる
こと。
・コンピュータのハードウェア、ソフトウェア及びネットワークの
基本的な構成及び動作の概要が理解できること。
・図面の役割や、図面の基礎的な知識・技術が習得されること。

電気電子工学科
電力・電子・情報通信・計測制御などの基本を身につけた電気電子技術者の育成

【使命・基本方針・達成目標】電気電子工学科の使命は、ものづくりのための基礎的知識や技術を身に付けた創造性豊かな電気電子技術者を育成することで
ある。基本方針として、(1)電気電子技術者に必要な専門的かつ総合的な基礎力の育成、(2)幅広い専門分野に適応できる応用力の育成、(3)独創力およびコ
ミュニケーション能力の育成、を掲げており、電気電子工学に関する知識・技術を習得することを達成目標としている。

電気電子工学の基礎的な能力



平成２４年度

　　RA
多様な文化や価値
観を認識できる能
力を身に付ける．

電気回路演習 現代制御工学*

制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ

機械工学概論Ⅰ

電力システムⅡ*

電気電子応用工学*

製図 パワーエレクトロニクス* 電気電子設計*

電気電子材料*

計測工学Ⅱ*

情報通信工学Ⅱ*

情報処理Ⅱ 情報処理システム論Ⅱ 電気情報工学*

技術者基礎*

電気数学 電気電子工学演習Ⅰ 工業英語

電気電子工学実験Ⅰ 電気電子工学実験Ⅱ 電子創造工学

電気電子工学実験Ⅳ

* ： 選択科目

電気電子工学科授業科目系統図

学習・教育目標
1年 2年 3年 4年 5年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

　　RB
数学とその他の自
然科学，および専
門分野におけるも
のづくり，環境づく
りに関する基礎能
力を身に付ける．

数理統計学 応用数学

工学基礎物理Ⅰ 工学基礎物理Ⅱ

電気磁気学Ⅰ 電気磁気学Ⅱ

ものづくり科学 電気回路Ⅰ 電気回路Ⅱ 電気回路Ⅲ 電気回路Ⅳ

機械工学概論Ⅱ

電力システムⅠ

電気機器

電子工学Ⅰ 電子工学Ⅱ

計測工学Ⅰ

電子回路Ⅰ 電子回路Ⅱ

情報通信工学Ⅰ

コンピュータ科学入門 情報処理Ⅰ　

情報処理システム論Ⅰ

電気電子工学演習Ⅱ

　　RＣ
技術者に必要なデ
ザインマインドを身
に付ける．

　　RＤ
国際社会で活躍す
るためのコミュニ
ケーション基礎能
力を身に付ける．

卒業研究

　　RＥ
実践的能力と論
理的思考能力を
を身に付ける．

電気電子工学実験Ⅲ

卒業研究



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

数理統計学 2 2

応用数学 2 2

工学基礎物理Ⅰ 2 2

工学基礎物理Ⅱ 2 2

ものづくり科学 3 3

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学入門 2 2

製図 1 1

電気磁気学Ⅰ 2 2

電気磁気学Ⅱ 2 2

電気数学 1 1

電気回路Ⅰ 2 2

電気回路Ⅱ 2 2

電気回路Ⅲ 2 2

電気回路Ⅳ 2 2

電気回路演習 1 1

計測工学Ⅰ 2 2

電子工学Ⅰ 2 2

電子工学Ⅱ 2 2

電子回路Ⅰ 2 2

電子回路Ⅱ 2 2

情報処理Ⅰ 2 2

情報処理Ⅱ 1 1

情報処理ｼｽﾃﾑ論Ⅰ 2 2

情報処理ｼｽﾃﾑ論Ⅱ 1 1

情報通信工学Ⅰ 2 2

電気電子工学演習Ⅰ 1 1

電気電子工学演習Ⅱ 1 1

電気機器 2 2

電力システムⅠ 2 2

制御工学Ⅰ 1 1

制御工学Ⅱ 1 1

機械工学概論Ⅰ 1 1

機械工学概論Ⅱ 2 2

工業英語 1 1

電子創造工学 2 2

電気電子工学実験Ⅰ 2 2

電気電子工学実験Ⅱ 2 2

電気電子工学実験Ⅲ 4 4

電気電子工学実験Ⅳ 2 2

卒業研究 9 9

修 得 単 位 計 79 6 10 22 24 17

計測工学Ⅱ 1 1

電気電子材料 1 1

電気電子応用工学 1 1

情報通信工学Ⅱ 1 1

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1 1

電力システムⅡ 1 1

現代制御工学 1 1

電気電子設計 1 1

電気情報工学 1 1

技術者基礎 1 1

修 得 単 位 計 7以上 7以上

86以上 6 10 22 24 24以上

必
修
科
目

選
択
科
目

10単位中7単
位以上修得

　 修　得　単　位　合　計

平成２４年度教育課程表

電気電子工学科   (第１・２・３学年）

 授　業　科　目 単位数
学　年　別　配　当

備　考



平成２４年度教育課程表

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

数理統計学 2 2

応用数学 2 2

工学基礎物理Ⅰ 2 2

工学基礎物理Ⅱ 2 2

ものづくり科学 3 3

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学入門 2 2

製図 1 1

電気磁気学Ⅰ 2 2

電気磁気学Ⅱ 2 2

電気数学 1 1

電気回路Ⅰ 2 2

電気回路Ⅱ 2 2

電気回路Ⅲ 2 2

電気回路Ⅳ 2 2

電気回路演習 1 1

計測工学Ⅰ 2 2

電子工学Ⅰ 2 2

電子工学Ⅱ 2 2

電子回路Ⅰ 1 1

電子回路Ⅱ 2 2

情報処理Ⅰ 2 2

情報処理Ⅱ 2 2

ディジタル技術 1 1

情報処理ｼｽﾃﾑ論Ⅰ 2 2

情報処理ｼｽﾃﾑ論Ⅱ 1 1

情報通信工学Ⅰ 2 2

電気電子工学演習Ⅱ 1 1

電気機器 2 2

電力システムⅠ 2 2

制御工学Ⅰ 1 1

制御工学Ⅱ 1 1

機械工学概論Ⅰ 1 1

機械工学概論Ⅱ 2 2

工業英語 1 1

電子創造工学 2 2

電気電子工学実験Ⅰ 2 2

電気電子工学実験Ⅱ 2 2

電気電子工学実験Ⅲ 4 4

電気電子工学実験Ⅳ 2 2

卒業研究 9 9

修 得 単 位 計 79 6 10 22 24 17

計測工学Ⅱ 1 1

電気電子材料 1 1

電気電子応用工学 1 1

情報通信工学Ⅱ 1 1

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1 1

電力システムⅡ 1 1

現代制御工学 1 1

電気電子設計 1 1

電気情報工学 1 1

技術者基礎 1 1

修 得 単 位 計 7以上 7以上

86以上 6 10 22 24 24以上

選
択
科
目

10単位中7単
位以上修得

　 修　得　単　位　合　計

 授　業　科　目 単位数
学　年　別　配　当

備　考

必
修
科
目

電気電子工学科   (第４学年）



平成２４年度教育課程表

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

数理統計学 2 2

応用数学 2 2

工学基礎物理Ⅰ 2 2

工学基礎物理Ⅱ 2 2

ものづくり科学 3 3

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学入門 2 2

製図 1 1

電気磁気学Ⅰ 2 2

電気磁気学Ⅱ 2 2

電気数学 1 1

電気回路Ⅰ 2 2

電気回路Ⅱ 2 2

電気回路Ⅲ 2 2

電気回路Ⅳ 2 2

電気回路演習 1 1

計測工学Ⅰ 2 2

電子工学Ⅰ 2 2

電子工学Ⅱ 2 2

電子回路Ⅰ 1 1

電子回路Ⅱ 2 2

情報処理Ⅰ 2 2

情報処理Ⅱ 2 2

ディジタル技術 1 1

情報処理ｼｽﾃﾑ論Ⅰ 2 2

情報処理ｼｽﾃﾑ論Ⅱ 2 2

情報通信工学Ⅰ 2 2

電気電子工学演習Ⅰ 1 1

電気電子工学演習Ⅱ 1 1

電気機器 2 2

電力システムⅠ 2 2

制御工学Ⅰ 1 1

制御工学Ⅱ 1 1

機械工学概論Ⅰ 2 2

機械工学概論Ⅱ 2 2

工業英語 1 1

電子創造工学 2 2

電気電子工学実験Ⅰ 2 2

電気電子工学実験Ⅱ 2 2

電気電子工学実験Ⅲ 4 4

電気電子工学実験Ⅳ 2 2

卒業研究 9 9

修 得 単 位 計 80 6 10 22 25 17

計測工学Ⅱ 1 1

電気電子材料 1 1

電気電子応用工学 1 1

情報通信工学Ⅱ 1 1

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1 1

電力システムⅡ 1 1

現代制御工学 1 1

電気電子設計 1 1

電気情報工学 1 1

技術者基礎 1 1

修 得 単 位 計 6以上 6以上

86以上 6 10 22 25 23以上

必
修
科
目

選
択
科
目

10単位中 6
単位以上修
得

　 修　得　単　位　合　計

電気電子工学科   (第５学年）

 授　業　科　目 単位数
学　年　別　配　当

備　考



４年 ５年

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

1 1

2 2

14 11 3計

必
　
修
　
科
　
目

　応用数学

　工学基礎物理Ⅱ

　電気回路Ⅲ

　電気回路Ⅳ

　電子工学Ⅱ

　制御工学Ⅰ

　制御工学Ⅱ

　電力システムⅠ

(3) 電気電子工学科

 授　業　科　目 単位数
学年別配当

備　考

別表３　第13条第４項により施行される授業科目



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年

1

人間社会の基
本的な仕組み
を理解し，様々
な地域の言語
や歴史・伝統な
どの文化を多
面的に認識で
きる．

歴史，地
理

歴史，倫
理社会

政治経済
ドイツ語，
中国語

法学，哲
学，経済
学，歴史
学特講，
ドイツ語，
中国語

2

様々な地域に
おける芸術とそ
れに根ざした価
値観を，認識・
理解する意識
を持てる．

音楽 美術

1

数学とその他
の自然科学に
関する基礎知
識を理解でき
る．

基礎解析
Ａ，基礎
解析Ｂ，
物理，化
学，生物

解析Ⅰ，
線形代
数，物

理，化学

解析Ⅱ，
数理統計
学，工学
基礎物理
Ⅰ，基礎
数学，基
礎物理

解析Ⅲ，
応用数

学，工学
基礎物理

Ⅱ

数学特講

2

専門分野にお
ける基礎知識・
技術に基づい
て情報を処理
し，工学的現象
を正しく理解で
きる．

ものづくり
科学，コ
ンピュー
タ科学入
門，製図

電子工学
基礎，情
報工学基
礎，プロ
グラミン
グ基礎，
論理回路

電気回
路，電子
回路Ⅰ，
電気磁気
学Ⅰ，数
値計算，
プログラミ

ング応
用，計算
機構成論
Ⅰ，オペ
レーティ
ングシス

テム

機械工学
概論，信
号解析基
礎，電子
回路Ⅱ，
電気磁気
学Ⅱ，電
子材料・
デバイ

ス，計算
機構成論
Ⅱ，ソフト
ウェア工
学，情報
構造論，
情報理論

Ⅰ

工業英
語，制御
工学，通
信システ
ム，情報
ネットワー
ク，情報理
論Ⅱ，情
報数学

Ⅰ，人工
知能Ⅰ，
(選択科

目）情報数
学Ⅱ，人
工知能

Ⅱ，半導
体工学，
計算機

アーキテク
チャ，ディ
ジタル信

号処理，シ
ステム工
学，計算
機シミュ
レーショ

ン，認知科
学，データ

ベース

　　　RＢ
数学とその他
の自然科学，
および専門分
野におけるも
のづくり，環境
づくりに関す
る基礎能力を
身に付ける．

平成２４年度本科（準学士課程）の学習･教育目標と科目の配置

電子情報工学科

本科（準学士課程）
小項目

　　　RＡ
多様な文化や
価値観を認識
できる能力を
身に付ける．



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年小項目

　　　RＣ
技術者に必要
なデザインマ
インドを身に
付ける．

1

課題に対して自
主的に問題を
発見し，解決方
法を探求して問
題解決能力の
重要性を認識
できる．

情報基礎
演習，電
子情報工
学実験Ⅰ

電子情報
工学実験

Ⅱ

創造工学
演習

1

英語による基
礎的な対話や
文章が理解で
き，自分の意見
を表現できる．

英語Ⅰ，
コミュニ
ケーショ

ンⅠ

英語Ⅱ，
コミュニ
ケーショ

ンⅡ

英語Ⅲ 英語Ⅳ
英語Ⅴ，
英語特講

2

日本語の文章
や言語作品を
的確に理解・鑑
賞でき，自分の
思いや主張を
適切に日本語
の談話や文章
で表現できる．

国語 国語
国語，日
本語Ⅰ，
日本語Ⅱ

国語表
現，日本

語Ⅲ

国語講
読，日本
語Ⅳ，

卒業研究

3

わかりやすい図
表等を作成し，
それを用いて日
本語により効果
的な説明ができ
る．

卒業研究

1

実験・調査など
の経験を通して
データの解析
法を学び，理論
との比較や考
察などができ
る．

電子情報
工学実験

Ⅲ

電子情報
工学実験

Ⅳ

2

課題の背景を
理解し，習得し
た知識を生かし
て適切な方法を
選んで実験・調
査などを遂行
し，データを解
析・考察するこ
とにより，結果
を客観的に説
明できる．

卒業研究

3

身体・健康・ス
ポーツに関する
知識と実践力を
獲得するため
に各自の能力
に応じて目標を
設定し，個人あ
るいはグループ
で課題を達成で
きる．

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

　　　RＤ
国際社会で活
躍するための
コミュニケー
ション基礎能
力を身に付け
る．

　　　RＥ
実践的能力と
論理的思考
能力を身に付
ける．



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年
電子情報工学に携わる技術者とし
ての実践的能力及び創造能力

・電子通信、計算機・ネットワーク、情報応用の各分野の科目を修
得すること。
・「卒業研究」に取り組むこと。

・社会インフラとしての情報ネットワークを説明できること。
・制御系の構成要素を理解し、最適制御系を構成できること。
・習得した専門科目の応用能力を養うこと。
・研究テーマの内容を実社会での活用と結びつけて理解できるこ
と。研究を通して得られたデータの解析を行い、適切な論述による
卒業研究報告書の作成が出来ること。

４年
ソフトウェアやハードウェアなど
の専門教育としての電子情報工学
の知識を理解する能力

・「信号解析基礎」「電子回路Ⅱ」「電気磁気学Ⅱ」「電子材料・
デバイス」「計算機構成論Ⅱ」「ソフトウェア工学」「情報構造
論」「情報理論Ⅰ」を修得すること。
・「機械工学概論」を修得すること。
・「創造工学演習」「電子情報工学実験Ⅲ」を修得すること。

・マクスウェル方程式の数学的、物理的意味を理解すること。
・ソフトウェア開発やプロセスを説明でき、製品としてのソフト
ウェアの品質を保証する手法が挙げられること。
・情報量とエントロピーが理解できること。
・電子機器等における機械工学の役割を意識できること。
・グループ内討議において提案説明力と討論能力を養うこと。

３年
基礎的な電子情報工学の知識を理
解する能力

・「電気回路」「電子回路Ⅰ」「電気磁気学Ⅰ」「プログラミング
応用」「数値計算」「計算機構成論Ⅰ」「オペレーティングシステ
ム」を修得すること。
・「電子情報工学実験Ⅱ」を修得すること。

・基本増幅回路の構成、特性の表し方が理解できること。
・プログラミング言語での基本的なデータやファイルを扱う基本的
なプログラムが記述できること。
・数値計算アルゴリズムを実装できること。
・回路仕様に基づき、論理回路の設計ができること。
・オペレーティングシステムの動作原理と基本機能、実現技法が理
解できること。

２年
高等教育導入レベルの電子情報工
学の基礎を理解する能力

・「電子工学基礎」「情報工学基礎」「プログラミング基礎」「論
理回路」を修得すること。
・「情報基礎演習」「電子情報工学実験Ⅰ」を修得すること。

・電気回路を見たとき、その動作を正しく理解できること。
・プログラミング言語の文法及び基本的なプログラムが理解できた
上で、問題解決のためのプログラムが作成できること。
・実験を行う手順を自らの判断でスムーズに実行でき、提出期限ま
でに指示された内容を含むレポートを提出できること。

１年
ものづくり、情報処理の基礎的な
能力

・「ものづくり科学」「コンピュータ科学入門」「製図」を修得す
ること。

・各実験テーマについて、科学的に説明する報告書を作成できるこ
と。研究結果をプレゼンテーション発表し、研究内容を説明できる
こと。
・コンピュータのハードウェア、ソフトウェア及びネットワークの
基本的な構成及び動作の概要が理解できること。
・図面の役割や、図面の基礎的な知識・技術が習得されること。

電子情報工学科
現代社会を支えるICT技術者の育成

【使命・基本方針・達成目標】電子情報工学科の使命は、情報化社会の基盤となるソフトウェア技術、コンピュータネットワーク技術及びコンピュータ
制御技術で、種々の問題を解決できる有能な技術者を養成することである。基本方針として、(1)基礎的な学力と能力の育成、(2)変化するＩＴ社会に対
応できる応用力の育成、(3)実験実習や卒業研究をとおした実践的能力や創造能力の育成、を掲げており、卒業研究を通じて電子情報工学の深い洞察力
や創造力を養うことを達成目標とする。



　　RA
多様な文化や価値
観を認識できる能
力を身に付ける．

製図

電子系科目

半導体工学*

通信システム

情報ネットワーク

情報系科目
情報工学基礎 計算機アーキテクチャ*

論理回路 デジタル信号処理*

情報数学Ⅰ 情報数学Ⅱ*

システム工学*

情報理論Ⅰ 情報理論Ⅱ

ソフトウェア工学 人工知能Ⅰ 人工知能Ⅱ*

計算機シミュレーション*

データベース*

体験・実習・総合科目 認知科学*

情報基礎演習 創造工学演習

工業英語

電子情報工学実験Ⅳ

* ： 選択科目

卒業研究

　　RＥ
実践的能力と論理
的思考能力をを身
に付ける．

電子情報工学実験Ⅲ

卒業研究

数値計算

ものづくり科学

　　RＣ
技術者に必要なデ
ザインマインドを身
に付ける．

電子情報工学実験Ⅰ 電子情報工学実験Ⅱ

　　RＤ
国際社会で活躍す
るためのコミュニ
ケーション基礎能
力を身に付ける．

(計算機・ネットワーク分野) オペレーティングシステム 信号解析基礎

(ソフトウェア・応用分野) プログラミング基礎 プログラミング応用 情報構造論

電気磁気学Ⅱ

電子材料・デバイス

電気回路

電子回路Ⅰ 電子回路Ⅱ

コンピュータ科学入門 計算機構成論Ⅰ 計算機構成論Ⅱ

後期

　　RB
数学とその他の自
然科学，および専
門分野におけるも
のづくり，環境づく
りに関する基礎能
力を身に付ける．

工学基礎物理Ⅰ 工学基礎物理Ⅱ

数理統計学 応用数学

機械工学概論 制御工学

電子工学基礎 電気磁気学Ⅰ

後期 前期 後期 前期 後期 前期

電子情報工学科授業科目系統図

学習・教育目標
1年 2年 3年 4年 5年

前期 後期 前期



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

数理統計学 2 2

応用数学 2 2

工学基礎物理Ⅰ 2 2

工学基礎物理Ⅱ 2 2

ものづくり科学 3 3

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学入門 2 2

製図 1 1

機械工学概論 2 2

電子工学基礎 2 2

電気回路 2 2

信号解析基礎 1 1

電子回路Ⅰ 2 2

電子回路Ⅱ 2 2

電気磁気学Ⅰ 1 1

電気磁気学Ⅱ 2 2

数値計算 1 1

電子材料・デバイス 2 2

工業英語 1 1

情報工学基礎 1 1

情報基礎演習 1 1

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 2 2

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用 2 2

論理回路 1 1

計算機構成論Ⅰ 2 2

計算機構成論Ⅱ 2 2

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 2 2

創造工学演習 2 2

ソフトウエア工学 1 1

情報構造論 2 2

制御工学 2 2

通信システム 1 1

情報ネットワーク 1 1

情報理論Ⅰ 1 1

情報理論Ⅱ 1 1

情報数学Ⅰ 1 1

人工知能Ⅰ 1 1

電子情報工学実験Ⅰ 4 4

電子情報工学実験Ⅱ 4 4

電子情報工学実験Ⅲ 4 4

電子情報工学実験Ⅳ 2 2

卒業研究 9 9

修 得 単 位 計 81 6 11 20 25 19

情報数学Ⅱ 1 1

人工知能Ⅱ 1 1

半導体工学 1 1

計算機ｱｰｷﾃｸﾁｬ 1 1

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理 1 1

ｼｽﾃﾑ工学 1 1

計算機ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 1 1

認知科学 1 1

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 1 1

修 得 単 位 計 5以上 5以上

86以上 6 11 20 25 24以上

必
修
科
目

9単位中5単位
以上修得

　修 得 単 位 合 計

平成２４年度教育課程表

電子情報工学科

 授　業　科　目 単位数

学　年　別　配　当

備　考



４年 ５年

2 2

2 2

2 2

1 1

1 1

2 2

2 2

1 1

1 1

1 1

15 10 5

　情報理論Ⅱ

　情報数学Ⅰ

計

必
　
修
　
科
　
目

　応用数学

　工学基礎物理Ⅱ

　機械工学概論

　人工知能Ⅰ

　工業英語

　計算機構成論Ⅱ

　情報構造論

　情報ネットワーク

(4)　電子情報工学科

 授　業　科　目 単位数
学年別配当

備　考

別表３　第13条第４項により施行される授業科目



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年

1

人間社会の基
本的な仕組み
を理解し，様々
な地域の言語
や歴史・伝統な
どの文化を多
面的に認識で
きる．

歴史，地
理

歴史，倫
理社会

政治経済
ドイツ語，
中国語

法学，哲
学，経済
学，歴史
学特講，
ドイツ語，
中国語

2

様々な地域に
おける芸術とそ
れに根ざした価
値観を，認識・
理解する意識
を持てる．

音楽 美術

1

数学とその他
の自然科学に
関する基礎知
識を理解でき
る．

基礎解析
Ａ，基礎
解析Ｂ，
物理，化
学，生物

解析Ⅰ，
線形代
数，物

理，化学

解析Ⅱ，
数理統計
学，工学
基礎物理
Ⅰ，基礎
数学，基
礎物理

解析Ⅲ，
応用数

学，工学
基礎物理

Ⅱ

数学特講

2

専門分野にお
ける基礎知識・
技術に基づい
て情報を処理
し，工学的現象
を正しく理解で
きる．

ものづくり
科学，コ
ンピュー
タ科学入
門，製図

プログラミ
ング基

礎，無機
化学Ⅰ，
有機化学

Ⅰ

情報処理
演習，分
析化学，
無機化学
Ⅱ，有機
化学Ⅱ，
物理化学
Ⅰ，化学
工学Ⅰ，
生物化学

Ⅰ

基礎工学
概論，工
業英語，
物理化学
Ⅱ，化学
工学Ⅱ，
微生物

学，基礎
材料化

学，情報
化学，(生
物化学

Ⅱ，応用
微生物学
Ⅰ)，[無

機材料化
学，有機
材料化

学]，機器
分析

(生物工
学コース）
[材料工

学コース]

情報ネット
ワーク，生
物機能化
学，電気
化学，（応
用微生物
学Ⅱ，分
子生物

学，遺伝
子工学，
生命科

学，生理
学，環境
微生物

学），[材料
工学，反
応工学，
合成化

学，機能
材料化

学，量子
化学]，計
測制御，
品質管

理，設計
製図，環
境科学，
放射線概

論
(生物工学
コース）

[材料工学
コース]

　　　RＢ
数学とその他
の自然科学，
および専門分
野におけるも
のづくり，環境
づくりに関す
る基礎能力を
身に付ける．

平成２４年度本科（準学士課程）の学習･教育目標と科目の配置

物質工学科

本科（準学士課程）
小項目

　　　RＡ
多様な文化や
価値観を認識
できる能力を
身に付ける．



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年小項目

　　　RＣ
技術者に必要
なデザインマ
インドを身に
付ける．

1

課題に対して自
主的に問題を
発見し，解決方
法を探求して問
題解決能力の
重要性を認識
できる．

物質工学
実験Ⅰ

物質工学
実験Ⅱ

1

英語による基
礎的な対話や
文章が理解で
き，自分の意見
を表現できる．

英語Ⅰ，
コミュニ
ケーショ

ンⅠ

英語Ⅱ，
コミュニ
ケーショ

ンⅡ

英語Ⅲ 英語Ⅳ
英語Ⅴ，
英語特講

2

日本語の文章
や言語作品を
的確に理解・鑑
賞でき，自分の
思いや主張を
適切に日本語
の談話や文章
で表現できる．

国語 国語
国語，日
本語Ⅰ，
日本語Ⅱ

国語表
現，日本

語Ⅲ

国語講
読，日本
語Ⅳ，

卒業研究

3

わかりやすい図
表等を作成し，
それを用いて日
本語により効果
的な説明ができ
る．

卒業研究

1

実験・調査など
の経験を通して
データの解析
法を学び，理論
との比較や考
察などができ
る．

物質工学
実験Ⅲ

(生物工
学実験)，
[材料工
学実験]
(生物工

学コース）
[材料工

学コース]

2

課題の背景を
理解し，習得し
た知識を生かし
て適切な方法を
選んで実験・調
査などを遂行
し，データを解
析・考察するこ
とにより，結果
を客観的に説
明できる．

卒業研究

3

身体・健康・ス
ポーツに関する
知識と実践力を
獲得するため
に各自の能力
に応じて目標を
設定し，個人あ
るいはグループ
で課題を達成で
きる．

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

　　　RＤ
国際社会で活
躍するための
コミュニケー
ション基礎能
力を身に付け
る．

　　　RＥ
実践的能力と
論理的思考
能力を身に付
ける．



平成２４年度

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年

・「情報ネットワーク」「生物機能化学」「電気化学」および、（生物工
学コース）においては「応用微生物学Ⅱ」「分子生物学」「遺伝子工学」
「生物工学実験」あるいは、(材料工学コース）においては「材料工学」
「反応工学」「材料工学実験」を修得すること。
・コースあるいは共通の選択科目を修得すること。
・「卒業研究」に取り組むこと。

・生体高分子、遺伝子の機能に関して化学的視点で基礎知識を理解できる
こと。
・化学プロセス中のエネルギー収支・物質収支を理解でき、操作・設計の
基礎的な問題を解くことができること。
・実験または数値シミュレーションの結果を評価し、対象としている工学
的現象の成り立ち・仕組み等を理解し、説明できること。

４年

・「基礎工学概論」「工業英語」「物理化学Ⅱ」「化学工学Ⅱ」「微生物
学」「基礎材料化学」「情報化学」「物質工学実験Ⅲ」および、（生物工
学コース）においては「生物化学Ⅱ」「応用微生物学Ⅰ」あるいは、(材
料工学コース）においては「無機材料化学」「有機材料化学」を修得する
こと。

・微生物の定義、各生物の構造的な特徴や特性などを理解出来ること。
・固体化学に関する基礎的知識の習得とその応用としての無機材料の展開
を理解できること。
・固体の電気的、磁気的、熱的性質など固体物理に関する基礎知識を理解
できること。
・高分子材料の化学構造を設計することにより様々な機能性が発現されて
いることが理解できること。

３年

・「分析化学」「無機化学Ⅱ」「有機化学Ⅱ」「物理化学Ⅰ」「情報処理
演習」「化学工学Ⅰ」「生物化学Ⅰ」「物質工学実験Ⅱ」を修得するこ
と。

・溶液内のイオン平衡を理解できること。
・化学・生体反応に対する熱力学的考察ができること。
・化学プロセス中のエネルギー収支・物質収支を理解でき、操作・設計の
基礎的な問題を解くことができること。
・生命現象を支える生体物質の構造と性質、その生物学的役割を理解し、
説明できること。

２年

・「プログラミング基礎」「無機化学Ⅰ」「有機化学Ⅰ」「物質工学実験
Ⅰ」を修得すること。

・プログラミングにおける基本的な構成のプログラムをＣ言語により記述
できること。
・固体化学（結晶化学）の基本的的概念を理解し、結晶の構造および構造
の安定性がどの様な因子によって支配されるかについて説明できること。
・原子間の結合様式が理解でき、有機化合物の分類、異性体の記述が出来
ること。

１年
ものづくり、情報処理の基礎的な能
力

・「ものづくり科学」「コンピュータ科学入門」「製図」を修得するこ
と。

・各実験テーマについて、科学的に説明する報告書を作成できること。研
究結果をプレゼンテーション発表し、研究内容を説明できること。
・コンピュータのハードウェア、ソフトウェア及びネットワークの基本的
な構成及び動作の概要が理解できること。
・図面の役割や、図面の基礎的な知識・技術が習得されること。

物質工学科
材料工学あるいは生物工学に通じた化学技術者の育成

【使命・基本方針・達成目標】物質工学科の使命は、化学を人の為に活かせる技術者を育成することである。基本方針として、(1)物質工学に必要な基礎科学及び幅広
い専門基礎能力の育成、(2)材料工学あるいは生物工学を得意とする専門能力の育成、(3)実践的能力及びプレゼンテーション能力の育成、を掲げており、材料工学ある
いは生物工学に通じた化学技術者を育成することを達成目標とする。

材料工学(コース）あるいは生物工学
(コース）を得意とする専門能力、実
践的能力及びプレゼンテーション能
力

基礎科学及び幅広い専門基礎能力



　　RA
多様な文化や価値
観を認識できる能
力を身に付ける．

製図 設計製図*

品質管理*

計測制御*

情報処理演習 情報ネットワーク

基礎材料化学

環境科学*

放射線概論*

微生物学

　　　【材料工学コース】

合成化学*

無機材料化学

量子化学*

機能材料化学*

　　　【生物工学コース】

遺伝子工学

生命科学*

生理学*

応用微生物学I

環境微生物学*

材料工学実験 【材料工学コース】

生物工学実験 【生物工学コース】

* ： 選択科目

物質工学科授業科目系統図

学習・教育目標
1年 2年 3年 4年 5年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

　　RB
数学とその他の自
然科学，および専
門分野におけるも
のづくり，環境づく
りに関する基礎能
力を身に付ける．

数理統計学 応用数学

工学基礎物理Ⅰ 工学基礎物理Ⅱ

コンピュータ科学入門 プログラミング基礎 情報化学

物理化学Ⅰ 物理化学Ⅱ 電気化学

化学工学Ⅰ 化学工学Ⅱ

無機化学Ⅰ 無機化学Ⅱ

分析化学 機器分析*
ものづくり科学

有機化学Ⅰ 有機化学Ⅱ

生物化学Ⅰ

物質工学実験Ⅱ

生物機能化学

基礎工学概論

工業英語

反応工学

材料工学

有機材料化学

　　RＤ
国際社会で活躍す
るためのコミュニ
ケーション基礎能
力を身に付ける．

卒業研究

　　RＥ
実践的能力と論
理的思考能力を
を身に付ける．

物質工学実験III

卒業研究

生物化学Ⅱ 分子生物学

応用微生物学Ⅱ

　　RＣ
技術者に必要なデ
ザインマインドを身
に付ける．

物質工学実験Ⅰ



１年 ２年 ３年 ４年 ５年

数理統計学 2 2

応用数学 1 1

工学基礎物理Ⅰ 2 2

工学基礎物理Ⅱ 2 2

ものづくり科学 3 3

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学入門 2 2

製図 1 1

基礎工学概論 2 2

工業英語 2 2

分析化学 1 1

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 2 2

無機化学Ⅰ 2 2

無機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

物理化学Ⅰ 2 2

物理化学Ⅱ 2 2

情報処理演習 1 1

化学工学Ⅰ 2 2

化学工学Ⅱ 2 2

生物化学Ⅰ 2 2

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 1 1

微生物学 1 1

基礎材料化学 1 1

情報化学 2 2

生物機能化学 2 2

電気化学 2 2

物質工学実験Ⅰ 5 5

物質工学実験Ⅱ 5 5

物質工学実験Ⅲ 5 5

卒業研究 8 8

生物化学Ⅱ 2 2

応用微生物学Ⅰ 1 1

応用微生物学Ⅱ 1 1

分子生物学 2 2

遺伝子工学 1 1

生物工学実験 3 3

無機材料化学 1 1

有機材料化学 2 2

材料工学 2 2

反応工学 2 2

材料工学実験 3 3

　修 得 単 位 計 81 6 11 21 23 20

計測制御 1 1

品質管理 1 1

設計製図 1 1

機器分析 2 2

放射線概論 1 1

環境科学 1 1

生命科学 1 1

生理学 1 1

環境微生物学 1 1

合成化学 1 1

機能材料化学 1 1

量子化学 1 1

　修 得 単 位 計 5以上

　修 得 単 位 合 計 86以上 6 11 21 48以上

選
択
科
目

共
　
　
　
通

１単位以上修
得すること。

コース別
に、10単位
（共通及び
コース別開
設単位数
の合計）中
5単位以上
修得するこ
と。

生
物
工
学

コ
ー

ス
1単位以上修得
すること。

材
料
工
学

コ
ー

ス
1単位以上修得
すること。

5以上

必
修
科
目

共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通

生
物
工
学
コ
ー

ス
コース別に修得すること。

材
料
工
学
コ
ー

ス

平成２４年度教育課程表

物質工学科   (第１・２・３・４学年）

授　業　科　目 単位数
学　年　別　配　当

備　考



平成２４年度教育課程表

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

数理統計学 2 2

応用数学 1 1

工学基礎物理Ⅰ 2 2

工学基礎物理Ⅱ 2 2

ものづくり科学 3 3

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学入門 2 2

製図 1 1

基礎工学概論 2 2

工業英語 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

分析化学Ⅱ 1 1

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 2 2

無機化学Ⅰ 1 1

無機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅰ 1 1

有機化学Ⅱ 2 2

物理化学Ⅰ 2 2

物理化学Ⅱ 2 2

情報処理演習 1 1

化学工学Ⅰ 2 2

化学工学Ⅱ 2 2

生物化学Ⅰ 2 2

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 1 1

微生物学 1 1

基礎材料化学 1 1

情報化学 2 2

生物機能化学 2 2

電気化学 2 2

物質工学実験Ⅰ 5 5

物質工学実験Ⅱ 5 5

物質工学実験Ⅲ 5 5

卒業研究 8 8

生物化学Ⅱ 2 2

応用微生物学Ⅰ 1 1

応用微生物学Ⅱ 1 1

分子生物学 2 2

遺伝子工学 1 1

生物工学実験 3 3

無機材料化学 1 1

有機材料化学 2 2

材料工学 2 2

反応工学 2 2

材料工学実験 3 3

　修 得 単 位 計 81 6 11 21 23 20

計測制御 1 1

品質管理 1 1

設計製図 1 1

機器分析 2 2

放射線概論 1 1

環境科学 1 1

生命科学 1 1

生理学 1 1

環境微生物学 1 1

合成化学 1 1

機能材料化学 1 1

量子化学 1 1

　修 得 単 位 計 5以上

　修 得 単 位 合 計 86以上 6 11 21 48以上

選
択
科
目

共
　
　
　
通

１単位以上修
得すること。

コース別
に、10単位
（共通及び
コース別開
設単位数
の合計）中
5単位以上
修得するこ
と。

生
物
工
学

コ
ー

ス
1単位以上修得
すること。

材
料
工
学

コ
ー

ス
1単位以上修得
すること。

5以上

必
修
科
目

共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通

生
物
工
学
コ
ー

ス
コース別に修得すること。

材
料
工
学
コ
ー

ス

物質工学科   (第５学年）

授　業　科　目 単位数
学　年　別　配　当

備　考



４年 ５年

工学基礎物理Ⅱ 2 2

基礎工学概論 2 2

工業英語 2 2

物理化学Ⅱ 2 2

化学工学Ⅱ 2 2

情報化学 2 2

12 12

必
修
科
目

共
通
科
目

計

(5) 物質工学科

授　業　科　目 単位数
学年別配当

備　考

別表３　第13条第４項により施行される授業科目



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年

1

人間社会の基
本的な仕組み
を理解し，様々
な地域の言語
や歴史・伝統な
どの文化を多
面的に認識で
きる．

歴史，地
理

歴史，倫
理社会

政治経済
ドイツ語，
中国語

法学，哲
学，経済
学，歴史
学特講，
ドイツ語，
中国語

2

様々な地域に
おける芸術とそ
れに根ざした価
値観を，認識・
理解する意識
を持てる．

音楽 美術

1

数学とその他
の自然科学に
関する基礎知
識を理解でき
る．

基礎解析
Ａ，基礎
解析Ｂ，
物理，化
学，生物

解析Ⅰ，
線形代
数，物

理，化学

解析Ⅱ，
数理統計
学，工学
基礎物理

Ⅰ

解析Ⅲ，
応用数

学，工学
基礎物理

Ⅱ

数学特講

2

専門分野にお
ける基礎知識・
技術に基づい
て情報を処理
し，工学的現象
を正しく理解で
きる．

ものづくり
科学，コ
ンピュー
タ科学入
門，製図

構造力学
Ⅰ，測量
学，建築
計画Ⅰ，
環境都市
工学設計
製図Ⅰ

構造力学
Ⅱ，建設
材料学，
水理学

Ⅰ，地盤
工学Ⅰ，
環境衛生
工学，応
用測量

学，環境
都市計画
論，環境
都市工学
設計製図

Ⅱ

構造力学
Ⅲ，コンク
リート構
造学Ⅰ，
水理学

Ⅱ，建築
環境Ⅰ，
地盤工学
Ⅱ，計画
数理学，
都市交通
工学，施
工管理

学，建築
計画Ⅱ，
環境都市
工学設計
製図Ⅲ，
環境都市
工学設計
製図Ⅳ

鋼構造学，
コンクリート
構造学Ⅱ，
建設複合

材料，舗装
工学，水理
学Ⅲ，海岸
工学，河川
工学，流域
水文学，環
境保全工

学，建築環
境Ⅱ，建築
設備Ⅰ，建
築設備Ⅱ，
地盤防災

工学，地震
工学，空間
情報工学，
地域都市

計画，建設
法規，建築
意匠，建築
史，数値解
析，環境都
市工学設
計製図Ⅴ

　　　RＢ
数学とその他
の自然科学，
および専門分
野におけるも
のづくり，環境
づくりに関す
る基礎能力を
身に付ける．

平成２４年度本科（準学士課程）の学習･教育目標と科目の配置

環境都市工学科（第１・２・３・４学年）

本科（準学士課程）
小項目

　　　RＡ
多様な文化や
価値観を認識
できる能力を
身に付ける．



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年小項目

　　　RＣ
技術者に必要
なデザインマ
インドを身に
付ける．

1

課題に対して自
主的に問題を
発見し，解決方
法を探求して問
題解決能力の
重要性を認識
できる．

環境都市
工学設計
製図Ⅰ，
環境都市
工学実験
実習Ⅰ

環境都市
工学設計
製図Ⅱ,

環境都市
工学実験
実習Ⅱ

環境都市
工学設計
製図Ⅲ，
環境都市
工学設計
製図Ⅳ

環境都市
工学設計
製図Ⅴ

1

英語による基
礎的な対話や
文章が理解で
き，自分の意見
を表現できる．

英語Ⅰ，
コミュニ
ケーショ

ンⅠ

英語Ⅱ，
コミュニ
ケーショ

ンⅡ

英語Ⅲ 英語Ⅳ
英語Ⅴ，
英語特講

2

日本語の文章
や言語作品を
的確に理解・鑑
賞でき，自分の
思いや主張を
適切に日本語
の談話や文章
で表現できる．

国語 国語
国語，日
本語Ⅰ，
日本語Ⅱ

国語表
現，日本

語Ⅲ

国語講
読，日本
語Ⅳ，

卒業研究

3

わかりやすい図
表等を作成し，
それを用いて日
本語により効果
的な説明ができ
る．

卒業研究

1

実験・調査など
の経験を通して
データの解析
法を学び，理論
との比較や考
察などができ
る．

環境都市
工学実験
実習Ⅲ

構造デザ
イン

2

課題の背景を
理解し，習得し
た知識を生かし
て適切な方法を
選んで実験・調
査などを遂行
し，データを解
析・考察するこ
とにより，結果
を客観的に説
明できる．

卒業研究

3

身体・健康・ス
ポーツに関する
知識と実践力を
獲得するため
に各自の能力
に応じて目標を
設定し，個人あ
るいはグループ
で課題を達成で
きる．

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

　　　RＤ
国際社会で活
躍するための
コミュニケー
ション基礎能
力を身に付け
る．

　　　RＥ
実践的能力と
論理的思考
能力を身に付
ける．



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年

1

人間社会の基
本的な仕組み
を理解し，様々
な地域の言語
や歴史・伝統な
どの文化を多
面的に認識で
きる．

歴史，地
理

歴史，倫
理社会

政治経済
ドイツ語，
中国語

法学，哲
学，経済
学，歴史
学特講，
ドイツ語，
中国語

2

様々な地域に
おける芸術とそ
れに根ざした価
値観を，認識・
理解する意識
を持てる．

音楽 美術

1

数学とその他
の自然科学に
関する基礎知
識を理解でき
る．

基礎解析
Ａ，基礎
解析Ｂ，
物理，化
学，生物

解析Ⅰ，
線形代
数，物

理，化学

解析Ⅱ，
数理統計
学，工学
基礎物理

Ⅰ

解析Ⅲ，
応用数

学，工学
基礎物理

Ⅱ

数学特講

2

専門分野にお
ける基礎知識・
技術に基づい
て情報を処理
し，工学的現象
を正しく理解で
きる．

ものづくり
科学，コ
ンピュー
タ科学入
門，製図

構造力学
Ⅰ，測量

学，
CAD，建
築デザイ

ン

構造力学
Ⅱ，建設
材料学，
水理学

Ⅰ，地盤
工学Ⅰ，
環境衛生
工学，応
用測量

学，環境
都市計画

論

構造力学
Ⅲ，コンク
リート構
造学Ⅰ，
水理学

Ⅱ，河川
工学，建
築設備，
地盤工学
Ⅱ，環境
都市工学
設計製図
Ⅰ，計画
数理学，
都市交通
工学，施
工管理学

鋼構造
学，コンク
リート構造
学Ⅱ，建
設複合材
料，舗装
工学，海
岸工学，
水文学，
環境保全
工学，防
災工学，
地震工

学，地域
都市計

画，建設
法規，数
値解析

　　　RＢ
数学とその他
の自然科学，
および専門分
野におけるも
のづくり，環境
づくりに関す
る基礎能力を
身に付ける．

平成２４年度本科（準学士課程）の学習･教育目標と科目の配置

環境都市工学科（第５学年）

本科（準学士課程）
小項目

　　　RＡ
多様な文化や
価値観を認識
できる能力を
身に付ける．



大項目 1年 ２年 3年 4年 5年小項目

　　　RＣ
技術者に必要
なデザインマ
インドを身に
付ける．

1

課題に対して自
主的に問題を
発見し，解決方
法を探求して問
題解決能力の
重要性を認識
できる．

環境都市
工学実験
実習Ⅰ

環境都市
工学実験
実習Ⅱ

環境都市
工学設計
製図Ⅰ

環境都市
工学設計
製図Ⅱ

1

英語による基
礎的な対話や
文章が理解で
き，自分の意見
を表現できる．

英語Ⅰ，
コミュニ
ケーショ

ンⅠ

英語Ⅱ，
コミュニ
ケーショ

ンⅡ

英語Ⅲ 英語Ⅳ
英語Ⅴ，
英語特講

2

日本語の文章
や言語作品を
的確に理解・鑑
賞でき，自分の
思いや主張を
適切に日本語
の談話や文章
で表現できる．

国語 国語
国語，日
本語Ⅰ，
日本語Ⅱ

国語表
現，日本

語Ⅲ

国語講
読，日本
語Ⅳ，

卒業研究

3

わかりやすい図
表等を作成し，
それを用いて日
本語により効果
的な説明ができ
る．

卒業研究

1

実験・調査など
の経験を通して
データの解析
法を学び，理論
との比較や考
察などができ
る．

環境都市
工学実験
実習Ⅲ

構造デザ
イン

2

課題の背景を
理解し，習得し
た知識を生かし
て適切な方法を
選んで実験・調
査などを遂行
し，データを解
析・考察するこ
とにより，結果
を客観的に説
明できる．

卒業研究

3

身体・健康・ス
ポーツに関する
知識と実践力を
獲得するため
に各自の能力
に応じて目標を
設定し，個人あ
るいはグループ
で課題を達成で
きる．

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

　　　RＤ
国際社会で活
躍するための
コミュニケー
ション基礎能
力を身に付け
る．

　　　RＥ
実践的能力と
論理的思考
能力を身に付
ける．



平成２４年度（第１・２・３・４学年）

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年
建設技術者として必要な実践
的な能力

・「鋼構造学」「建設複合材料」「建築設備Ⅰ」「建設法規」「構造
デザイン」を修得すること。
・土木、建築分野の科目を選択し修得すること。
・「卒業研究」に取り組むこと。

・建設の関連法規に即し、建築や社会資本整備の全体的な構想が立てられること。
・問題解決の手続きを計画するにあたり、適切な実験・解析方法を選択できるこ
と。
・口頭発表において、聴衆の反応に適切に対応し、質疑に対して的確に応答できる
こと。

４年
建設技術の基礎的知識を理解
し、応用する能力

・「構造力学Ⅲ」「コンクリート構造学Ⅰ」「水理学Ⅱ」「建築環境
Ⅰ」「地盤工学Ⅱ」「計画数理学」「都市交通工学」「施工管理学」
「建築計画Ⅱ」を修得すること。
・「環境都市工学設計製図Ⅲ」「環境都市工学設計製図Ⅳ」「環境都
市工学実験実習Ⅲ」を修得すること。
・「応用数学」「工学基礎物理Ⅱ」を修得すること。

・曲げとせん断が作用するRC部材について，安全性と使用性の検討が行えること。
・社会資本や環境都市のデザインに際し、機能性、安全性及び経済性、資源・環境
問題や人々の快適性を考慮できること。
・法規制等の遵守を基本に、必要な品質・原価・工程・安全・環境の各管理及び積
算の基礎を理解すること。
・室内環境の各要素について関連する規定と環境評価の方法を理解していること。
・集合住宅や複合施設の基本概念を理解し、建物全体の計画ができること。

３年
建設技術の基礎的知識を理解
する能力

・「構造力学Ⅱ」「建設材料学」「水理学Ⅰ」「地盤工学Ⅰ」「環境
衛生工学」「応用測量学」「環境都市計画論」を修得すること。
・「環境都市工学設計製図Ⅱ」「環境都市工学実験実習Ⅱ」を修得す
ること。
・「数理統計学」「工学基礎物理Ⅰ」を修得すること。

・構造物を直接的あるいは間接的に支える基礎地盤の性質を理解すること。
・水理学の基本原理である静止流体の力学および流れの基礎理論について理解する
こと。
・上水道施設及び下水道施設の役割を理解し、水循環のシステムとして認識できる
こと。
・歴史的な環境都市の概念や変遷、環境都市計画の過程や手続き、方法論などを理
解すること。
・各種材料の原料、製造工程、性質および用途を説明できること。
・RC造の基本的な構造を理解した上で、小中規模の建物全体の計画ができること。

２年
高等教育導入レベルの建設技
術に関する基礎的な能力

・「構造力学Ⅰ」「測量学」「建築計画Ⅰ」を修得すること。
・「環境都市工学設計製図Ⅰ」「環境都市工学実験実習Ⅰ」を修得す
ること。

・物理学における静力学の一般原理を応用して、橋梁や建物など各種構造物が外力
の作用を受けた場合の内部応力や変形を求められること。
・距離測量、角測量、基準点測量、平板測量、応用測量及び写真測量の各測量の特
徴や理論を説明でき、得られた結果を計算等によってデータ整理できること。
・木造住宅の基本的な概念を理解し、与条件のもとに動線・採光・通風等を考慮し
た設計が行えること。

１年
ものづくり、情報処理の基礎
的な能力

・「ものづくり科学」「コンピュータ科学入門」「製図」を修得する
こと。

・各実験テーマについて、科学的に説明する報告書を作成できること。研究結果を
プレゼンテーション発表し、研究内容を説明できること。
・コンピュータのハードウェア、ソフトウェア及びネットワークの基本的な構成及
び動作の概要が理解できること。
・図面の役割や、図面の基礎的な知識・技術が習得されること。

環境都市工学科
住みよいまちを創り出す建設技術者の育成

【使命・基本方針・達成目標】　環境都市工学科の使命は、社会資本を持続可能にする土木技術者と建築技術者を育成することである。基本方針として、(1)建設技術者に
必要な基礎的な学力と能力の育成、(2)幅広い専門分野の理論に関する応用力の育成、(3)実験実習や卒業研究を通した実践力と創造力の育成、を掲げており、環境都市工
学に関する知識・技術を修得することを達成目標としている。



平成２４年度（第５学年）

学年 目指す能力 達成目標 到達目標例

５年
建設技術者として必要な実践
的な能力

・「鋼構造学」「建設複合材料」「構造デザイン」「建設
法規」「環境都市工学設計製図Ⅱ」「数値解析」を修得す
ること。
・土木分野の科目について選択し修得すること。
・「卒業研究」に取り組むこと。

・建設の関連法規に即し、建築や社会資本整備の全体的な構想が立てられること。
・問題解決の手続きを計画するにあたり、適切な実験・解析方法を選択できるこ
と。
・口頭発表において、聴衆の反応に適切に対応し、質疑に対して的確に応答できる
こと。

４年
建設技術の基礎的知識を理解
し、応用する能力

・「構造力学Ⅲ」「コンクリート構造学Ⅰ」「水理学Ⅱ」
「地盤工学Ⅱ」「河川工学」「計画数理学」「都市交通工
学」「施工管理学」「建築設備」を修得すること。
・「環境都市工学設計製図Ⅰ」「環境都市工学実験実習
Ⅲ」を修得すること。
・「応用数学」「工学基礎物理Ⅱ」を修得すること。

・曲げとせん断が作用するRC部材について，安全性と使用性の検討が行えること。
・社会資本や環境都市のデザインに際し、機能性、安全性及び経済性、資源・環境
問題や人々の快適性を考慮できること。
・法規制等の遵守を基本に、必要な品質・原価・工程・安全・環境の各管理及び積
算の基礎を理解すること。
・建築物に機能をもたらし必要不可欠な設備に関する基本概念を理解すること。

３年
建設技術の基礎的知識を理解
する能力

・「構造力学Ⅱ」「建設材料学」「水理学Ⅰ」「地盤工学
Ⅰ」「環境衛生工学」「応用測量学」「環境都市計画論」
を修得すること。
「環境都市工学実験実習Ⅱ」を修得すること。
・「数理統計学」「工学基礎物理Ⅰ」を修得すること。

・構造物を直接的あるいは間接的に支える基礎地盤の性質を理解すること。
・水理学の基本原理である静止流体の力学および流れの基礎理論について理解する
こと。
・上水道施設及び下水道施設の役割を理解し、水循環のシステムとして認識できる
こと。
・歴史的な環境都市の概念や変遷、環境都市計画の過程や手続き、方法論などを理
解すること。
・各種材料の原料、製造工程、性質および用途を説明できること。

２年
高等教育導入レベルの建設技
術に関する基礎的な能力

・「構造力学Ⅰ」「測量学」「CAD」「建築デザイン」を修
得すること。
・「環境都市工学実験実習Ⅰ」を修得すること。

・物理学における静力学の一般原理を応用して、橋梁や建物など各種構造物が外力
の作用を受けた場合の内部応力や変形を求められること。
・距離測量、角測量、基準点測量、平板測量、応用測量及び写真測量の各測量の特
徴や理論を説明でき、得られた結果を計算等によってデータ整理できること。
・木造住宅の基本的な概念を理解し、与条件のもとに動線・採光・通風等を考慮し
た設計が行えること。
・CADの基本操作や用語を理解し、締切までに図面を仕上げることができること。

１年
ものづくり、情報処理の基礎
的な能力

・「ものづくり科学」「コンピュータ科学入門」「製図」
を修得すること。

・各実験テーマについて、科学的に説明する報告書を作成できること。研究結果を
プレゼンテーション発表し、研究内容を説明できること。
・コンピュータのハードウェア、ソフトウェア及びネットワークの基本的な構成及
び動作の概要が理解できること。
・図面の役割や、図面の基礎的な知識・技術が習得されること。

環境都市工学科
住みよいまちを創り出す建設技術者の育成

【使命・基本方針・達成目標】　環境都市工学科の使命は、社会資本を持続可能にする土木技術者と建築技術者を育成することである。基本方針として、(1)建
設技術者に必要な基礎的な学力と能力の育成、(2)幅広い専門分野の理論に関する応用力の育成、(3)実験実習や卒業研究を通した実践力と創造力の育成、を掲げ
ており、環境都市工学に関する知識・技術を修得することを達成目標としている。



　　RA
多様な文化や価値
観を認識できる能
力を身に付ける．

地震工学*

地盤防災工学*

水理学Ⅲ*
海岸工学*

河川工学*
流域水文学*

コンクリート構造学Ⅱ*

建設複合材料

応用測量学 空間情報工学*

地域都市計画*

都市交通工学 舗装工学*

建設法規

環境保全工学*

建築環境Ⅱ*

建築設備Ⅰ
建築設備Ⅱ*

建築意匠*
建築史*

製図

構造デザイン

* ： 選択科目

環境都市工学科授業科目系統図（2009年度－2012年度入学生）

学習・教育目標
1年 2年 3年 4年 5年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

　　RB
数学とその他の自
然科学，および専
門分野におけるも
のづくり，環境づく
りに関する基礎能
力を身に付ける．

ものづくり科学 数理統計学 応用数学

工学基礎物理Ⅰ 工学基礎物理Ⅱ

コンピュータ科学入門 数値解析

構造力学Ⅰ 構造力学Ⅱ 構造力学Ⅲ 鋼構造学

地盤工学Ⅰ 地盤工学Ⅱ

水理学Ⅰ 水理学Ⅱ

環境都市工学設計製図Ⅰ 環境都市工学設計製図Ⅱ 環境都市工学設計製図Ⅲ

建設材料学 コンクリート構造学Ⅰ

測量学

環境都市計画論 計画数理学

環境都市工学設計製図Ⅲ 環境都市工学設計製図Ⅴ*

環境都市工学設計製図Ⅳ

環境都市工学実験実習Ⅰ 環境都市工学実験実習Ⅱ

施工管理学

環境衛生工学

建築環境Ⅰ

建築計画Ⅰ 建築計画Ⅱ

　　RＤ
国際社会で活躍す
るためのコミュニ
ケーション基礎能
力を身に付ける．

卒業研究

　　RＥ
実践的能力と論理
的思考能力をを身
に付ける．

環境都市工学実験実習Ⅲ

卒業研究

環境都市工学設計製図Ⅴ*

環境都市工学設計製図Ⅳ

　　RＣ
技術者に必要なデ
ザインマインドを身
に付ける．

環境都市工学設計製図Ⅰ 環境都市工学設計製図Ⅱ



　　RA
多様な文化や価
値観を認識できる
能力を身に付け

地震工学*

防災工学*

海岸工学*

河川工学 水文学*

コンクリート構造学Ⅱ*

建設複合材料

応用測量学

地域都市計画*

建設法規

建築設備

製図

建築デザイン

* ： 選択科目

環境都市工学科授業科目系統図（2008年度入学生）

学習・教育目標
1年 2年 3年 4年 5年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

　　RB
数学とその他の自
然科学，および専
門分野におけるも
のづくり，環境づく
りに関する基礎能
力を身に付ける．

ものづくり科学 数理統計学 応用数学

工学基礎物理Ⅰ 工学基礎物理Ⅱ

コンピュータ科学入門 数値解析

構造力学Ⅰ 構造力学Ⅱ 構造力学Ⅲ 鋼構造学

地盤工学Ⅰ 地盤工学Ⅱ

水理学Ⅰ 水理学Ⅱ

建設材料学 コンクリート構造学Ⅰ

測量学

都市交通工学 舗装工学*

環境都市計画論 計画数理学

施工管理学

環境衛生工学 環境保全工学*

CAD 環境都市工学設計製図Ⅰ

　　RＣ
技術者に必要なデ
ザインマインドを身
に付ける．

環境都市工学設計製図Ⅰ 環境都市工学設計製図Ⅱ

環境都市工学実験実習Ⅰ 環境都市工学実験実習Ⅱ

　　RＤ
国際社会で活躍す
るためのコミュニ
ケーション基礎能
力を身に付ける．

卒業研究

　　RＥ
実践的能力と論理
的思考能力をを身
に付ける．

環境都市工学実験実習Ⅲ 構造デザイン

卒業研究



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

2 2

2 2

2 2

2 2

3 3

2 2

1 1

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

1 1

3 3

1 1

2 2

2 2

1 1

2 2

1 1

1 1

1 1

1 1

2 2

2 2

2 2

2 2

3 3

3 3

3 3

9 9

82 6 11 22 26 17

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

4以上 4以上

86以上 6 11 22 26 21以上

建築意匠

建築環境Ⅱ

建築設備Ⅱ

環境都市工学設計製図Ⅴ

修 得 単 位 計

修 得 単 位 合 計

河川工学

流域水文学

海岸工学

水理学Ⅲ

空間情報工学

建築史

卒業研究

修 得 単 位 計

選
択
科
目

地盤防災工学

16単位中4単
位以上修得

地震工学

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学Ⅱ

地域都市計画

舗装工学

環境保全工学

環境都市工学設計製図Ⅱ

環境都市工学設計製図Ⅲ

環境都市工学設計製図Ⅳ

環境都市工学実験実習Ⅰ

環境都市工学実験実習Ⅱ

環境都市工学実験実習Ⅲ

施工管理学

建設法規

構造デザイン

建築計画Ⅰ

建築計画Ⅱ

環境都市工学設計製図Ⅰ

建築設備Ⅰ

測量学

応用測量学

環境都市計画論

計画数理学

都市交通工学

水理学Ⅰ

水理学Ⅱ

地盤工学Ⅰ

地盤工学Ⅱ

環境衛生工学

建築環境Ⅰ

構造力学Ⅱ

構造力学Ⅲ

鋼構造学

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学Ⅰ

建設材料学

建設複合材料

必
修
科
目

数理統計学

応用数学

工学基礎物理Ⅰ

工学基礎物理Ⅱ

ものづくり科学

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学入門

製図

数値解析

構造力学Ⅰ

平成２４年度教育課程表

環境都市工学科   （第１・２・３・４学年）

授　業　科　目 単位数
学　年　別　配　当

備　　　　考



平成２４年度教育課程表

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

2 2

2 2

2 2

2 2

3 3

2 2

1 1

2 2

1 1

2 2

2 2

2 2

3 3

2 2

3 3

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

2 2

3 3

1 1

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

2 2

1 1

1 1

2 2

2 2

3 3

3 3

3 3

9 9

83 6 11 22 25 19

1 1

1 1

1 1

1 1

2 2

2 2

1 1

1 1

3以上 3以上

86以上 6 11 22 25 22以上

10単位中3単
位以上修得

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学Ⅱ

地震工学

地域都市計画

舗装工学

環境保全工学

水文学

海岸工学

修 得 単 位 計

修 得 単 位 合 計

環境都市工学実験実習Ⅰ

環境都市工学実験実習Ⅱ

環境都市工学実験実習Ⅲ

卒業研究

修 得 単 位 計

選
択
科
目

防災工学

河川工学

環境衛生工学

建築設備

建設法規

環境都市工学設計製図Ⅰ

環境都市工学設計製図Ⅱ

測量学

応用測量学

環境都市計画論

計画数理学

都市交通工学

施工管理学

地盤工学Ⅰ

地盤工学Ⅱ

建設材料学

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学Ⅰ

建設複合材料

鋼構造学

数値解析

構造力学Ⅰ

構造力学Ⅱ

構造力学Ⅲ

水理学Ⅰ

水理学Ⅱ

ものづくり科学

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学入門

製図

ＣＡＤ

建築デザイン

構造デザイン

環境都市工学科   （第５学年）

授　業　科　目 単位数

学　年　別　配　当

備　　　　考

必
修
科
目

数理統計学

応用数学

工学基礎物理Ⅰ

工学基礎物理Ⅱ



４年 ５年

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

14 14計

必
　
修
　
科
　
目

　応用数学

　工学基礎物理Ⅱ

　構造力学Ⅲ

　水理学Ⅱ

　地盤工学Ⅱ

　コンクリート構造学Ⅰ

　計画数理学

(6)　環境都市工学科

授　業　科　目 単位数
学年別配当

備　　　　考

別表３　第13条第４項により施行される授業科目


